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空 洞 ノ開 放 性 虚 置

H。Kellesattel:OHeneKavernenbebandlung

著 者 ・・空洞 ノ開 放 性 虜 置 ノ指 示 ト シテi欠 ノ様 二 述 べ

テ ヰ ル 。 先 ヅ結 核 病 攣 ノ治癒 傾 向 ガ 確 デ ナ クテ ノ・ナ

ラ ヌ、 年 ノ若 イ患 者 ノミ が問 題 ニ ナ ル ノ デ40歳 或 ハ

夫 レ以 下 迄 デ ア ル、 唯 豫 メ胸 廓 成 形 術 デ 胸 廓 ノ狭 窄

ガ果 タ サ レタ後 ニ ノ ミ施 行 ス可 キ デ アル ト、而 シテ遺

残 空 洞 ノ開 放 ノ・総 テ ノ結 核 療 法 ノ補 助 方 途 ノ力 盤 キ

タル 時 、 帥 チ成 形 術 補 正 、1パ ラ フィソ」充 坂 ヲ ヤ ツタ

肺 臓 剥 離 術 或 ・・「タ ソ ポ ソ」描 入 等 ノ如 キ 積 極 的 療 法

間 接 的 方 法 デ モ ツ テ モ空 洞 治 療 ノ 果 サ レ ヌ時 二初 メ

テ問 題 トナ ル。 手 術 セ ソ トス ル 遺 残 空 洞 ・・多少 トモ

孤 立性 病 竈 デ ナ ク テ ・・ナ ラ ズ ソ ノ周 園 ノ 結 核 性 攣 化

ハ僅 微 ナ ル 可 キ デ ア ル。 反 之 唯 一 ノ 條 件 附 キ デ ノ禁

忌 ・・撒 布 性 縛 移 ノ場 含 デ アル 。 遺 残空 洞 ノ 位 置 ・・手

術 前 二確 メ テ 置 カ ネ バナ ラ ヌ ノデ、唯 肺 表 面 二近 ク位

シタ 空 洞 ノ ミが開放 二適 ン.特 二夫 レヘ ノ好 適 ナ 條 件

・・空 洞 が中 肺 野 デ 側面 及 ビ前 面 二 位 スル事 デ アル 。

著 者 ノ・次 イデ ソノ数 果 的 デ ア ツ 〃例 ヲ 掲 ゲ テ空洞 ノ

開 放 慮 置 ノ實 施 二就 テ詳 述 シ、其際 二 得 タ事 實 二就 テ

次 ノ様 二述 べ テ ヰル 。 即 チ空 洞 ノ 開放 後 ノ後 庭 置 ノ・

約4ケ 月 ノ時 日 ヲ要 シ、 コ ノ後 唯置 ・・軍 二Drainage

ト云 フ意 味 デ放 ガア ル パ カ リデ ナ 〃、同 時 二刺 戟 療 法

ト ンテ デ モ ア ル、特 殊 反 愈 がヤ ツ テ來 可 キ ハ指 示 決 定

ノ際 二既 二顧 慮 ンテ オ グ可 キ デ、ソ レノ、後 虜 置;際 シ

テ就 中髄 温 ト喀 筑 ノ状 態 デ観 ラ レル ノデ、後 虜 置 ノ・カ

カル 反 慮 ノ強 サ 、ノ ノ清 提 及 ビ再 蹄 二依 ツ テ加 減 サ ル

"∫キ デ佳 良 ナ 反 晦相 デ ノ・細 心 ナ 刺 戟 添 加 ニ ヨツ テ結

締 織 形 成 ヲ喚 起 スル 、特 別 ナ局 所 虜 置 が致 果 二向 ツ テ

重 大 ナ意 味 力●アル カ、ソ ノ際 如 何 ナ ル 方法 が一 番 合 理

的 デ アル カ ト言 フ問 題 ・・猫 不 明 デ進 ソ デ 實 験 ヲ要 ス

ル 。 結 核 性 組 織 墾 化(特 殊 ノGranulationen)ノ 完 全 ナ
ロ

根絶 ノ・期待サレヌが然 シ好適ナ時 二筋 ノ移植デ傷ロ

ヲトヂル事 ハ可能デアル、コノ虜置 ・・病理解剖學的

ノ意 味(Graf)デ ノ眞 ノ空 洞 排 絶 ト迄 ニ ナ リ得 ル ノデ

説 逓 シ タモ ノハ定 型 的 ノ好 例 デ… 定 ノ 事 情 デ ノ・コ ノ

方 法 ・・空 洞 排 絶 二 向 ツテ ノ 唯 一 ノ 方 法 デ ア ル 事 ヲ示

ス が 實際 ニ ハ コ ノ方 法 ・・指 示 範 園 が狭 イ 爲 二 意 味 が

少 イ、 然 シ少 ク トモ結 核 治 癒 ノ本 留 ヲ 究 ムル ニ 向 ツ

テ 基 礎 的 ナ興 昧 が ア ル ト。(刀 根 山 渡 邊 沙)

硬 膓 膜 ノ結 核

0.Koch:Tuberkulo3ederhartenHirnhaut

著者 ハ結 核 性 軟 拶膜 炎 が一一方 デ拶 ノ結 核 ト 他 方 デ ノ・

硬 磯 膜 炎 トノ間 デ如 何 ナル 關 係 二 立 ツ 可 キ カニ 興 味

ヲモ チ硬 拶 膜 ノ罹 患 ハ 軟 拶 膜 ノ夫 レ ノ後 二來 ル が、恐

ラ ク 同時 二 亦軟 拶 膜 炎 二先 騙 スル 事 が 在 り得 ル事 ヲ

想 ヒ6例 ノ結 核 性 硬 理欝膜 炎 ノ観 察 ヲ説 述 ンテ、硬 膿 膜

ノ炎 症 性 病 攣 ハ … 部 ・・接 燭 傳染 デ アル が 他 方 デ ノ・蜀

自的 ナ血 行 性 榑 移 ト見 ル可 キ モ ノ が アル 。叉 全 ク孤 立

性 ナ 特 登 性 結 核 性 硬 拶 膜 炎 が ア ツテ之 が 結 核 性 ノ軟

鵬 膜 炎 ノ獲 起 貼 トナ リ得 ル トシ タ。 急 性 二 経 過 シタ

小 見 初 感 染 結 核 二於 ケ ル 硬鵬 膜 炎 ヲ 結 核 性 硬 拶 膜 炎

ノ特 異 例 ト ジテ記 載 シ、 ソ ノ形 態 學 、病 原 蛇 二 「ア レ

ル ギ ー」關 係 ヲ述 ベ テ ヰル 。(刀 根 山 渡 邊 抄)

上 葉 充 愼 及 ビ上 葉 成形 術 ノ手 技 二 就 テ ノ追 補

WilhelmKremer:ZurTechmikderOberlappen-

plombierunguudOberlappenplastik

著 者 ハ 以 前 二彼 ノ上 葉 充 曝 法 二就 テ 述iベ タ が ソ ノ方

法 デ125例 ヲ手 術 シHancke,Felix等 ノ言 フ カ●如 キ

早 期(手 術 後3ケ 月 内)ノ 充 填 物 肺 内 穿 孔 ヲ 見 ナ カツ

タ事 ヲ述 べ之 ・・著 者等 ノ手 技 様 式 二 蹄 ス可 キ デ夫 レ

ニ就 テ ノ了知 ヲ確 カニ スル ノ義 務 ヲ 感 ジタ ル 爲 メ ソ

ノ標 式 特 二原 則 的 二 上 部肋 骨 ノ内面 ノ 骨 膜 ヲ肺 面 ニ

ソ ノマ ・ニ シテ 置 クベ キ ヲ述 べ ソ レニ 依 ツテ 剥 離 が

確 實 デ ジ カモ肺 拭 傷 ノ危 瞼 ナ シニ ヤ ラ レ、骨 膜 カ ラ肺

上 三骨 ノ留 金 が 出 來 ル ノデ充 填 物 ガ 確 カナ 支 持 鮎 ヲ

得 ル 。 同 標 ナ操 作 ・・肺 尖 剥 離 ヲ ツケ 加 ヘ テ ヤル 上 葉

戒 形 術 ノ際 ニ モ 用 ヒ ラ レル ト述 ベ テヰ ル 。
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(刀 根 山 渡 邊 抄)

結 核 二於 ケ ル沈 黙 性 重 感 染 二就 テ

Doz.Dr.G.vonWeberundDr.E.Dugch:{)ber

StummeSuperinfektionbeiTuberkulose

自然 二起 キル 人 間 ノ結 核 重 感 染 ノ影 響 ハ 猫 不 明 ノ鮎

ガ アル。 初 感 染 デモ 同 一 條 件 下 デ シ カモ短 時 間 二 起

キル ノモ ア レパ長 年 月 ノ接 燭 デ モ起 キ ヌノモ ア ル位 デ、

重 感 染 ・・猫 夏 之 二特 殊 免 疫 ノ 成 立 が ア ル ノデ其 ノ關

係 ・・非 常 二 複 雑 デ ア ッ テ ドウ ンテ モ 結 核 ノ重 感 染 二

就 テ ノ親 察 ノ・圭 二 動 物 實 験 成 績 二 依 ル ノデ ア ル。

Kochノ 基 礎 實験 ノ・初感 染 ト再 感me1・ ノ匠 別 ヲ・・ツキリ

ツ ケ タ、 帥 チ感 染 局 所 二念 性 炎症 が 起 サ レテ シ カモ

配 下 ノ淋 巴 腺 が ヤ ラ し・ザル ニ アル ト言 フ ノガ重 感 染

・主 徴 ト シタ。 ソ レ以來 局 所 淋 巴 腺 ノ罹 患 ノ無 イ時

ノ・ソ レが 内外/ド チ ラ カラ 感 染 シタ ニ シ テモ 初感 染

後 二起 キ タ病 竃 ノ 特 徴 デ ア ル1・サ レタ.Roemer及

ビHamburger・ ・ヵ ・ルKochノ 實験 ・・菌 感 染 量 及

ビ初 感 染 ト再 感 染 ノ間 隔 時 間 ニー 定 ノ量 的 條 件 ヲ嚴

守 シテ初 メ テ成 功 ス ルD・ タ。Lange1・ ソ/共 同研

究 者 ノ廣 汎 ナ實 験 二依 ル1・微 量 ノ菌 デ ・・Kochノ 現

象 が 才キ ズ 自然 的 條 件 下 デ ハInfektionminimaヲ ナ

ス 所 ノ輕 氣道 重 感 染 デ ・・之 が成 功 セ ヌ。Neufeld・ ・

動 物 實験 ノ経 験 カ ラ結 核感 染 見童 ハ 再 感 染 デ ノ・何 等

ノ攣 化 ヲ被 ラ ナ イ トシタ が、 ・・Romberg・ ・臨 沐 ノ立

場 カ ラ強 ク之 二反 鍬 シ・fZ。Redeker・ ・相 談 所 デ ノ観

察 二櫨 ツ テ小 見 デノ・再 感 染 二反慮 性 増 悪(浸 潤)ト 進 行

性 血行 性 撒 布 現 象 ヲ來 ス1・ シ タ。Redeker・ ・カ ・ル

際 ニ ハ再 感 染 ノ中毒 性 作 用 ガ來 リ、之 ハ再 感 染 ノ菌 が

融 解 シテ出 來 タ物 質 デ 「ツ ベル ク リ ソ」反慮 →ゴ惹起 サ ・

レル 爲 トシ タ。是 等 ノ設 ハB.Langeノ 氣 道感 染 デ

ノInfektionminimaノ 説 ト・・相 容1/ナ イ。

臨 林 家 及 ビ相 談 所 屠 ノ経 験 カ ラ ノ再 感 染 ノ傷 害作 用

訊 ノ・1實験 的研 究 ノ戌 績1・ノ・一 見 一 致 ヲ訣 グ、Braeun・

ing等 ノ臨 林 家 八 力 ・ル… 致 が成 リ 立 タ ヌ 等 ノ・動 物

實 験 ノ成 績 ハ 人 問 二 於 ケル 状 況 決 定 ニハ ア マ リ興 味

ヲ持 タ ヌ ト言 フ意 見 デ アル。 著 者 ・・實 験 的 成 績 ヲ再

検 討 シテ上 述 ノ臨 休 的 ト實 験 的 研 究 ト ノ間 ノ纏 隙 が

實 際 二正 當 デ アル カ ヲ 検 セ ソ ト シタ.多 ク ノ研 究 家

(Roemer,Hamburger,Selter,Langeu.Lydtin,

Lange,Boquet)ノ 再 感 染 ノ動 物 實 験 デ ノ・、 自然 條 件

二相 當 シタ少 量/Infektiondosisデ ハ再 感 染 ガ完 全

一 〃 ヒ トメ ラ レナ イ 揚 合 ハ イツ デ モ 局 所 ノ淋 巴腺 ガ
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罹 患 シテヰル、 シカモ再感染局所 ノ攣化 が肉眼的二

認メラレヌ場含デサヘモ局所淋巴腺 ノ・軍掲二罹 リ得

ル ト言フ事ハ吾人 ノ興味アル問題 ノ解決二向ツテ充

分 二検討サレテナイ。實験二際 ジテハ個人的抵抗 ノ

差異ヲ可成 リ少クスル爲メニ同腹 ノ動物 ヲ用 ヒ淋巴

腺 ノ結核二罹 リ易イ小見 ノ性質ヲ備ヘ タ海狸 ヲ選 ビ

實験條件ヲナル可ク臼然二似 タ 近イモノトスル爲メ

ニ初感染 ヲ潜伏性ノモ ノトシテ経過スルガ如〃シ、再感

染ニハ自然状況二相當 シタ小感染量ヲ用 ヒタ.確 カ

ナ原獲徴候群ヲツクル ノニ僅微 ノ毒iカアルEMヲ 用

ヒ再感染ニハ牛型菌(SIV)ヲ 用 ヒタn實 験成績 ノ結

果ハ嚇 人型菌EMノ 癒mg・ 皮下注身・デ舶

感染 ノナイ孤在性 ノ初感染群ガ出來 タ、10→mgノ 強

毒牛型菌(SIV)ノ 皮 内注射デ大 ナル結核初感染竈が

出來、局所 ノ淋巴腺ガ張ク乾酪化 シ内臓二廣 ク全身

感染 ヲ見 タ。EMデ 前塵置 シテ後SIVヲ 再 感染セ

シメル ト其 ノ注射部位ニノ・肉眼的 二何等 ノ攣化 ヲ見

ヌガ鏡槍的ニハ特有 ノ攣i化ヲ讃明 シタ 其ノ局所 ノ淋

巴腺ノ・罹患スルガ封照二比シテ乾酪化 スル事 ガ弱 イ

シカモ其 ノ罹患ノ・i渥レノレ。 全身感染 ハゴクー部 ノモ

ノニ謹明ジタノミデ他/モ ノデハ3ケ 月 ノ親察内デ

ハ内臓二・・肉眼的 ニモ鏡検的ニ モ結核性憂化ガナカ

ツタ。各動物 ノ所見ハ明ニー檬デアツタ、夘チ個性的

抵抗性 ノ差異ハ殆 ド認メラレナカツタコノ成績 ・・全

〃別個二別ナ方途 デヤツタDahlノ 成績 ト大部分一

致シタ。上述 シタRoemer以 下 ノ學 者ノ成績 カラ得

タ法則ヲ確謹 シタが更二注射局所 二組織學的攣化 ヲ

謹明 ジタ事ニナル。著者 ・・上 ノ成績 カラKrouseu・

Willisト 共 二局所 ノ過敏性反鷹 ト獲得 シタ特殊性免

疫 ト・・原因的二關係ガ在ル事 ヲ圭張 スル。 カ・ル過

敏性ハ局所/ミ ナラズ績テノ臓器 二在ル。上 ノ實験

的研究 ノ成績ハ博感染像 ヲ見 セタ。 ソレハ 臼然朕態

二相當 スル微少 ノ菌量 ヲ用 ヒル1・直グニKoch・ 現

象 トハ差別が出來ル。再感染ハ先ヅ漸 〃淋巴腺 ノ孤

在性罹患 ヲマネク、カク再感染ノ場合・・、組織學的 ニハ

攣牝 ヲ詮明スΨが然 ン臨沐的二圭 トシテ 肉眼的観察

デノ・之ヲ認メヌカラ淋巴腺 ノ沈摩tk性再感染1・言 フ。

上 ノ實験的研究 ノ結果カラ著者 ハ再感染・・傷害ヲ致

ス可能性 ノ在ル事 ヲ認 メソノ傷害ノ第一 ノ・氣管枝腺

ノ罹患デソノ結果ハ ・イテ來ル肺門周園浸潤及 ビ血

行撒布が期待サレル事ヲiiz1liiベタ、仰チ臨休的虹二實験

的輕験 が能クー致スルノデ實験的 二確認 シ契淋巴腺
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ノ沈 獣 性 再 感 染 ・・相談 所 二於 イテ 見童 二 観 察 サ レル

事 象 ヲ ヨク説 明 スル モ ノ ト シタ。

(刀 根 山 渡 邊 抄)

籔 年 間 観 察 セ ル肺 結 核 例 二就 テ

EmerischKyafiash:UberdieLehrenJahrelang

beobachtetenF乞llevonLungentuberkulose

1-17年 ノ間 療 養 所 デ肺 結 核 トシテ治 療 サ レタ大 人 ノ

ヤ ヤ重 症 ノ男 女 患 者407名 ノ「カル テ」二 就 テ 検 討 シ

タ ル ニ、 空 洞 ヲモ ツ モ ノ、29%ガ 外 科 的 虜 置 デ 治癒 シ

タ ノニ反 ジ特 獲 的 二・・11%ノ ミが治 療 シタ.一 側 肺

ノ モ ノが他 側 へ移 行 スル モ ノ・・主 トシテ 空 洞 ノ アル

モ ノ デ、肺 内 デ ノ撒 布 ・・主1・ シ テ氣 管 枝 性 デ ア ル。 外

科 的 二塵 置 サ レタ空 洞 例 ・・然 ラ ザル モ ノニ 比 シテ進

展 ノ怖 レ ガ少 イ。 而 シ テ 原 獲 病 竈 群 ヲ 持 ツ タ 者 ノ

34.3g。 が後 二著 明 ナ肺 瘍 トナ ツタ ノ ヲ経 験 ジタ。

(刀 根 山 渡 邊 抄)

脊 柱 側 方 膿 瘍 ノ肺 内ヘ ノ破 入

H.Poindecker:Einbrucheniesparaveatebralen

AbscessesindieLunge

結 核 性 ノ脊 椎 炎 性 膿 瘍 ガ肺 二 破 レ シ カモ ソコ カ ラ非

特 殊 的 二感 染 サvzz1例 二就 イ テ述 ベ テヰ ル 。

(刀 根 山 渡 邊 抄)

仕 事 の 中 止 と再 開 始 の結 核 病 攣 に 及 ぼす 影 響 に 就 て

vonF.W.Siebe:UntersuchungenifberdenEinflun

vonArbeitseinstellungundArbeitswiederaufnahme

aufdentuberk.Krankheitsprocesses

Hagenノ 結 核 相 談 所 二 於 テ1932年 來 監 守 シテ居 ル

結 核 患 者 ノ統 計 的 観 察 カ ラ次 ノ事 實 ヲ知 ツタ。即 チ患

者 ・・仕 事 カ ラ ノ コ ト健 康 状 態 が ヨ ク ナ ツ テ 來 タ ガ反

之 工 場 或 ・・他 ノ仕 事 場 デ 働 イテ ヰ ル モ1ノ ・一 般 二病

況 が ヨ ク ナ ツ タ ト見倣 サ レ ヌ、ソ レ ドコ ロ カ仕 事 ヲヤ

メ テ病 氣 ガ沈 静 シタ 多 ク ノモ ノ ガ 仕事 二 從 事 スル ト

後 逆 リシタ 。(刀 根 山 渡 邊 抄)

ZeitschriftfarTuberkuloseBd.79.Heft6,1938.

故 ハ ン ス テ ンケ ル

F.Redeker:HansDenker

結 核 ノ遣 傳 生 物 學 的 研 究

WakerSeiffert:ErbbiologischeTuberkuloseforsc-

hung

Diehlu.v.Verschnerノ 璽i見 ノ實 験 デ1卵 性 ノモ ノ

デ ノ・一 致 率 が76%デ2卵 性/モ ノデ ノ・23%デ アツ テ

即 チ同 檬 ナ 遺 傳 質 ヲモ ツタ モ ノデ ハ ー 致 率 ガ高 イ事

ヲ確 メ タ カ ラ吾 人 ・・結 核 獲 症 自燈 ・・菌 ニ ヨル カツ ノ

疾 病 準 備 状 態 ハ亦 遺 傳 因 子 ニ ヨ ツ テ 左 右 セ ラ レ・タ ト

考 ヘ ネ バ ナ ラ ヌ様 ニナ ツタIckertu,Beuzeモ 結 核

家 族 二就 テ家 族 調 査 ヲヤ リ結 核 ノ家 族 的傳 染 ハrezes・

siveErbgangノ 統 計 的計 算 ニー 致 ヌ ル 事 ヲ詮 セ ソb

ジタ。 各 個 ノ例 ニ ノ・興 味 ア ル モ ノガ ア ル カ"彼 ノ結論

ニ ハ顧 慮 ヲ要 ス ル鮎 が アル 。

人 間 ノー 般 的 二遺 傳 的 二持 ツ ソ ノ 結 核 二封 ス ル 反 晦

態 度 ノ・特 二夫 レ カ ラ現 象型 が機 達 シテ來 ル(膣 質 的要

因)所 ノ遺 傳 質 ノ全 髄(所 謂遺 傳 素 質 的 還 境)、 現 象 型

ノ蛮 達 が影 響 ヲ受 ケ ル 邊 境 條件(肚 會 生 物 學 的 要 因)

ヤ更 二遺 傳 型 二會 ス ル 傳 染 ノ頻 度 ト性 質(流 行 病 學 的

要 因)二 依 ツテ疾 病 準 備 状 態 二移 行 サ セ ラ レル。 結 核

死 亡 及 ビ罹 患 率 力 ラ結 核 ト艦 質 二就 テ 論 ズル 爲 ニ ハ

ソ ノ統 計 ガ非 結 核 者 カ ラ ノ統 計 ト比 較 サ レ、且 ツ種 族

的 二杜 會 的 二等 シ イ人 恥 就 テ ヤ ラ レ ネ バ 間 違 ガ起 キ

ル 。 臨 脈 的 機 能 的 ナ 盟 質 型 ・・各 々髄 質 的 特 殊 徴 候 ノ

ー ツ ノ固 定 的 ナ緩 和 デ・・ヨク、 一 ツ ノ 均 一 的 全 機 的

ナ 反 磨 準 備 状 態 デ ア ソ テ種 々 ノ徴 候 デ 表 現 サ レル モ

ノデ ア ル カ ラ、 一 方 デ ノ・髄 質 ヲ決 メ ル 事 ガ 至 難 デ ア

リ、 同 ジ髄 質 デ モ小 見 ノ時 ト大 人 デ ・・表 現 ガ異 ツ テ

ヰ ル。 他 方 デ ハ解 剖 的 形 態 學 的 ヲ 匠 別 サル ノモ 仲 々

至 難 デ ア ッ テ結 核 ト髄 質 ノ關 係 ・・苦 心 が重 ネ ラ レ ツ

ツ モ解 明 サ レル 事 が出 來 テ居 ラ ヌ、コ レニ ・・ドウ シテ

モ 結 核 專 門 醤 ト人 類 學 者 ト遺 傳 學 者 ノ 共 同 研 究 ヲ必

要 トス ル。 要 ス ル ニ結 核 ノ遺 傳 的 關 係 ヲ 判 定 スル ニ

ノ・遣 傳 ノ統 計 的 検 査 デ ノ・充分 デ ノ・ナ ク2、 シロRtiden

ノ科 學 的 ナ結 核家 族 調査 二 於 テ 遺 傳 生 物 學 的 、 髄 質

生 物 學 的 、 杜 會 生 物 學 的 及 ビ 流 行 病 學 的 因 子 ノ相 互

ヲ充 分 二評 債 セ ネパ ナ ラ ヌ.(刀 根 山 渡 邊 抄)

實 験 的 結 核 二 蜀 ス ル臓 器 抽 出 物 ノ作 用

V.A.v.Teney:WirkungvonOrganextraktenauf

denAblaufderexperim.Tuberkulo、e

著 者 ・・海 狸 、 家 兎 ヲ用 ヒ前 者 ・・皮 下 二 後 者 ハ 血 菅 内

二 〇・1mgノ 弧 毒 人 型 菌 ヲ接i種 ン ソ ノ前3週 間
、 後2

週 間 二亙 ツ テ毎 週2同 ヅ ツ カt/ノver、pifteAntigen

ヲd三射 シ ソ ノ内 デー 部 二肝 及 ビ脾 抽 出 物 ヲサ シ、ソ ノ

影 響 ヲ見 タ ガ臓 器 抽 出物 テ憐 置 サ レタ 感 染 動 物 ・生
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存 日数 ・・然 ラ ザル モ ノ 笥 リ長 ク 臓 器 抽 出 物 ノ・結 核

病 墾 二何 等 治 療 作 用 ヲイタ サ ヌ が 然 シ・第 一 二肝 二於

ケ ル 内 分 泌 的 能 力 ヲ第 二 ハ脾 ノ夫 レ ヲ保 護 シ、ソ レデ

動 物 が抵 抗 力 ヲ得 タ モ ノ ラ ンイ。i欠 二Bailノ 試 験(1

mg人 型 菌 感 染 後4週 間 一;・yテ100mgノ 死 菌 ヲ注

射 ス ル、 動 物 ・・24時 間 以 内 二強 イ中毒 症 状 ノ下 デ死

亡 ス ルノヲヤ ツテ夫 レニ肝 抽 出物 ガ如 何 二作 川 ス ル カ

ヲ見 タ が静 脈 内 二大 量 ノ肝 抽 出 物 ヲ ヤル ト動 物 ・・カ

バ ワ レル所 力大 部 分 ハ「ン ヨッ〃」現 象 ヲ オ コ ンテ死 ソ

ダ ガ少 量 ヲヤ ル ト動 物 ヲ… 程 度 結 核 菌 二 封 ソテ抵 抗

セ シメ少 シ長 ク生 キ ノビ病 攣 化 ガ少 イ ノ ヲ経 験 シタ。

(刀 根 山 渡 邊 抄)

TheAmericanReviewofTuberculosis,Vo1.XXXVI,No.1.1937,

臨 躰 、 實験 室 及 ビ祀 會

EsmondR,Long:TheClinic,TheLabordtoryand

theFi'eld

潰 瘍 性 結 核 性 氣管 氣 管枝 炎

JohnB.Barnwell,JohnLittigandJohnE.Culp:

UlcerativeTuberculousTracheobronchitis

氣 管 枝 擾 張 症

PaulM.Andrus:Bronchiectasis

肺 結 核 二於 ケ ル心 膿 ノ大 サ

R.E.PorterandWm.H.Gordon:TheSizeof

theHeartinPulmonaryTuberculosis.AReportof

400Cases

(合 衆 國 健 康 相談 班 及 ニ ユ ー メキ ンコ、 フ 才 ル トサ ソ

トソ 合衆 國 海 負病 院)

肺 結 核 患 者 ノ心 臓 ・・一・般 二小 サ イ ト言 フ事 ハ 臨 肱 膣

家 ニ トツ テ常識 的 信 念 トナ ツテ居 ル様 デ アル が、文 獄

ノ上 二確 實 ナ根 標 ヲ見 出 ス事 が出 來 ナ イ ノデ、肺 結 核

患 者400例 二就 イテX線 窮 眞 上 ノ 心 臓 ノノくサ ヲ測 定

シタ ノデ ア ル'っ

心 臓 ノ大 キサ及 形 ヲ規 定 ス ル 方法 ・・色 々提 案 サ レテ

居 ル ガ、 著 者 ノ述 ッ ヂ三及 エ イス タ ー ノ方 法 ヲ 探 用

シタ.之 二依 ノレト各 人 ノ心 臓 横 径 ノ豫 想 ・・次 ノ式 デ

現 プ レル 。

TD=0.1094×A-0.1941×H+0.8179×W-95 .

8625.

此 塵 二TD=横 径(粍)

A=年 齢(年)

H=勇 長(吋)

W=睡 重(封 度)

患 者 ・・18-67歳 ノ男 子 ニ シテ結 核 ノ各 病 型 ガ含 マv

テ居 ル 。何 レモ入 院 時 ノ検 査 成 績 二 基 イ テ、 心 臓 横

径 ノ豫 想値 トX線 寓 興像 上 ノ實測 値 ト ヲ 比 較 シタ ノ

デ ア ル が、203例(50.5%)・ ・實 測 値 ノ方 ガ大 、165例

(41・5%)・ ・實 測 値 ノ方 ガ 小、32例(8%)・ ・豫 想 値 ト

實 測 値 が… 致 シタ ノデ ア ノレ。 叉 死 亡 者54例 ノ ミ ニ於

ケ ル楡 索 ニ ヨル モー 般 ト除 リ異 ル 塵 ヲ 見 ナ イ。 著 者

・・此 成 績 力ラ結 論 ヲ 下 シテ ・・居 ナ イ。 唯 肺 結 核 患 者

ノ心 臓 ノ小 ナル ヲ立 謹 セ ソ トシテ試 ミ タ 乍實 験 ノ結

果 ヲ述 ベ ル ニ止 メ ル ト噺 ツ テ居 ル 。

(宇 多 野 内藤 抄)

非 纒 口 的BCG接 種 二 因 ツテ 惹 起 サ レル 「ツ ベ ル ク

リ ン」過 敏 症

CamilleKereszturi,HaroldA.Rosenbergand

WilliamH.Park:TuberculinallergyProducedby
t

ParenteralBCGVaccination

肺 結 核 ノ次 亜 硫 酸 曹 達 金 療 法

MelvinTessFromtheRobertKochHospital,St

LouisMunicipalTuberculosisSanitarium,Koch,

Missouri:TreatmentofPulmonaryTuberculosis

withGoldSodiumThiosulphate

三丞 一三 二 が次 亜 硫 駿曹 達 金療 法 ノ成 績 ヲ 獲 來 シテ 此

虜 二20年 、 彩 シイ追 試 モ賛 否交 々デ 共 数 果 ・・未4"一一

般 ノ織 ム ル塵 ト・・ナ ラナ イ。現 今 デ其 作 用 機 轄 モ メ ル

ズ ニ が想 定 セ ノし如 キ封 細 菌 性 ノ 直接 作 用 ヨ リ・・寧 ロ

人 艦 内 ノ自然 防 禦 機 能 ト抵 抗 力 トヲ促 進 シ、新 生 結 締

織 形 成 ノ墳 強 ニ ア ル トサ レテ居 ノレ。

著 者 ノ實験 ・・三 ⊥ 亦病 院 入 院 患 κ デ、人 工 氣 胸 適 鷹 症

二非 ズ、 而 モ過 去 ノ何 レ ノ治 療 モ 数 果 無 カ リシ者 ヲ

選 ソデ施 行 シタ。 何vモ 獲 病1年 以 上 ヲ経 過 シ,雨 側

性 ニ シテ、 多 ク ・・廣 範 園 ノ浸 潤 或 ・・空 洞 ヲ有 ツ テ居

ル者 デ アル 。

故 二是 等 ノ患 者 ・・決 シテ從 來 一 般 二 言 ・・レテ居 ル 金

療 法 ノ適 慮 症 デ ・・ナ イ。 唯 治 療 法 ト シテ現 在 「サ ナ ト

リ ウム」牧 容 ヨ リ他 二途 ナ キ患 者 ヲ封 象 トシタ ノデ ア

ル 。 カク テ選 バ レタ 患 者48例 ヲニ 分 シテ … 方 ヲ封 照

ト シタ。 結 核 患 者 二於 ケ ル 封 照 實験 ト言 フモ ノノ・非

常 二困 難 ナ 仕 事 デ アル 。 著 者 ・・ス ウ。一 ニ ー ノ方 法 ヲ

探 用 シテ次 ノ様 ナ封 照 方 法 ヲ試 ミク。
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(1)患 者 ヲニ群 二分 ツ ニ、 著 者 自均 ト 患者 ノ受 持 署

ノ協 力 ノ下 二 、6名 ノ馨 師 ノ少噂噺 二基 イ タ。

(2)暗 示 ヲ避 ケ ル 爲 二封 照 ニモ食 唖 水 ヲ 注 入 ス ル 等

ノ方 法 ヲ探 用 シタ。

(3)1名 ノ選 揖iサ レタ 患者 ハ 施 置 ヲ担 絶 シPtノ デi封

照 群 二加 ヘ タ 。

(4)「 自家 封 照 」。 之 ・・療 法 前 後 ノ同一 患者 ノ 臨 林 的

経 過 ノ比 較 デ アル 。 之 ・・最 モ 債 値大 ナ ル 封 照 方 法 デ

アルV。

カ〃 テ 治 療 ノ終 二X線 像 、 理 學 的 所 見 、 諸 種 楡 査 、髄

温 等 ニ ヨ ツ テ、 藪 名 ノ署 師 ノ協 力 ケ唖噺 ノ下 二輕 快 、

不 愛 及 悪 化 二分 類 シタ。

投 與 方 法1・ シ テ ノ・5mgmヲ 以 テ始 メ、10,25,50,

100,250ト 塘 量 シ、 大 揖 ノ患者 ・・400mgm二 達 ジタn

500mgmヲ 注 射le7vモ/モ2例 ア ツタ.婦 人 ・・普 通

250-333mgm二 止 メタ 。 注 射 全 量 ノ・男 子600mgm婦

人400-500mgm二 止 メ タ.何 等 カ ノ副 作 用 ヲ呈 シ

タ者 数 名 ノ・減 量 或 ・・中止 シタ 。 注 射 間 隔 ・・100mgm

迄 ・・2-3日 、大 量 時 ・・7--10日1・ シタ 。

實 験 ノ結果 ・・者 者 トシテ ノ・豫 想 外 ノ 好 成 績 二驚 歎 シ

タ ノデ アル 。 即 謝 照 二比 シ テ不攣 、 悪 化 ・・少 ク シテ

輕 快 ノ数 ガ著 シ〃大 デ アル 事 ヲ確 認 シタ ノデ ア ル。輕

快 者 二於 テ蛮 病 後 ノ年 数 ガ比較 的 小 ナ ル 事 ・・早 期 治

療 二於 テー 層 数 果 的 ナ ル事 ヲ 考 ヘ ジメル 。 性 別 及 人

種 別 デ ・・本 剤 ノ数 果 二 差 ヲ認 メ ナ イ。 之 ヲ細 密 二X

線 所 見 、 自畳 症 状 、喀 疾 所 見 、 血 液 像 ノ 個 々二就 イ

テ 比 較 ス ル モ本 治療 ・数 果 ・・著 シイ。 副作 用 ト シ テ

ハ 清 化 器 障 碍 、 皮 膚 炎 、 蛋 白尿 、 ロ 内炎 、呼 吸 困 難 ノ

増 強 、 帥 経 炎 、 自然 氣 胸 等 ガ アル が之 等 二 劉 スル 威

置 トシテ ノ・食 盤 水 、 葡 萄 糖 、 亜硫 酸 曹 達 等 ノ 静 脈 内

注 射 等 ヲ試 ミタ 。

以 上 ノ成 績 ヨ リ著 者 ・・雨 側 性 肺 結 核 ニ シ テ 人 工 氣 胸

ヲ試 ミ得 ズ.而 モ獲 病2年 以 内 デ症 状 ガ急 性 或 ・・亜 急

性 デ アル 患者 二本 療 法 ヲ 試 ミル ベ キ グ ト考 ヘ ル 。 之

二 依 ツ テ搬 痕 形 成 が促 進 サ レ、 疾 患 ノ・良 経 過 ヲ トル

デ ア ラ ウ。 著 者 ノ・本 實 験 二 勇 氣 ヲ得 テ 將 來 長 期 二亙

ツ テ本 療 法 ヲ検 討 シタ イ ト思 フ。 唯 用 量 ヲ 少 ク シテ

1同250mgm以 下 、 全 量3.000mgm以 下 二止 メ ル

積 リデ アノレ。(字 多野 内 藤 抄)

肺 結 核 療 法 トシ テ ノ氣 腹 法

HaroldGuyonTrimbleandBufordH.Wardrip:

PneumoperitoncuminTreatmentofPulmonary
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==十 日鼠 ノ結 核 感 染 二劃 ス ル 脾 膿 別 出 ノ影 響

JessieMarmorston:TheEffectofSplenectomyon

TuberculousInfectioninMice

結 核 ノ確 實 ナ 診 断 。結 核 菌 楡 出 二 關 ス ル實 際 的 研 究

後 報

MorrisGreenbergandMauriceLCohn(コ ロ ラ ド

州 テ ソ ヴァー市 國 立 猫 太 病 院):ThecertifiedDiagn-

osisofTuberculosis.FurtherPracticalStudieson

theDetectionofTubercleBacilli

本 研 究 ノ 目的 ノ・諸 種 結 核 菌 検 出法 ノ償 値 ノ比 較 楡 討

一 アノレ!。

最 初 二 塗抹 染 色 法 二就 イ テ 封 照 染 色 トシ テ 「メ チ レ

ン」青 法 ト「ピ ク リ ソ」酸 法 ヲ 比 較 シ テ居 ル 。試 験 喀 疾

123例 中 「メ チ レソ」青 デ 陽 性 ノ者39例 、 「ピ ク リ ソ」

酸 デ ハ48例 デ ア ツタ 、 叉 大 多 数 二於 テ'一一一'Jta野内 ノ菌

数 モ 「ピ ク リソ」酸 染 色 時 ノ方 ガ 大 デ ア ッ タ。 即 封 照

染 色 ニ ハ「ピ ク リ ン」酸 ノ方 が勝 ツ テ居 ル。

i欠二 直接 塗 抹 染 色 法 ト稀 繹 浮 揚 分 別 法 ヲ 比較 シテ居

ル 。 後 者 ・・次 ノ標 二行 ツ タ。 先 ヅ24-72時 間 内 ノ喀

疾 ヲ無 菌 容 器 二採 集 シ、 其 内 カ ラ20ccヲ 取 リ等 量 ノ

0.5%苛 性 曹 達 ヲ加 ヘ テ振 盟 シ、56℃ ノ水 槽 中 ・-30

分 間 浸 シタ 後 蒸 鯉 水 ヲ以 テ60cc二 稀i繹 シ、 之 二 「キ

シ ロー ル」1ccヲ 加 ヘ ル 。 以 上 ノ混 合 液 ヲ電 氣 振 盈 機

ニ ヨ リ20-30分 振 盟 シタ後 、 「キ シロ ー ル」暦 ガ上 部

二浮 ブ迄 放 置 ス ル。 此 「キ シ ロ ール 」暦 ヨ リ 蛋 白 固定

ニ ヨ リ塗 抹 標 本 ヲ 作 製 スル 。 総 轍314ノ 試 験 物 ヲ比

較 検 査'Y4z結 果 直接 塗 抹 染 色 法 ニ ヨ リ陽性 ナル 者55

例 、 稀 繹 浮 揚 分 別 法 ニ ヨ リ陽 性 ナ ル者59例 ヲ得 タ。

雨 者 共 通 二 陽性 ナ ル者 ノ・42例 、 直接 塗 抹 法 ・ミ陽性

ナ ル 者13例 、 稀 繹 浮 揚 法 ノ ミ陽性 ナ ル 者17例 、結 局

何 レ カ ノ方 法 デ陽 性b決 定 サ レ・タ者 ハ72例 デ ア ル 。

此 成 績 ヨ リ見 テ稀 繹 浮 揚 法 ガ 特 二實 用 側 直大 ナ リ ト

ノ・考 へ難 イ。

第 三 二上 述 二 方 法 ヲ 以 テ シテ 陰性 ナ リ シ113試 験 物

ノ 中25例 ・・培 養 法 二依 ツ テ 陽性 デYソ タ.培 養 法b

"ノテ ノ・硫 酸 虜 理 馬 鈴 薯 培 養 基 及 濃 厚卵 黄 培 養 基 ヲ用

ヒタo

最後 二直接塗抹法 ト諸種墳菌法 ノ成績 ヲ定量的 二比

較 スベク、結核菌 ノ諸種既知量 ノ浮游液 ヲ喀疾 二加

へ振盈シテ均質化 セル者 二就 イテ比較實験 シタ嵐 菌

量大ナル場合ハ腰見菌数 ニモ大ナル差 ヲ認 メル が、菌
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量 ヲ段 々減 ジテ行 ツタ場合陽性 力ラ陰性 二移ル境界

ノ・直接塗抹法モ塘菌法モ大膣等 ンクシテ、 トテモ10

倍 二壇菌スル事ハ不可能デアル事 が明ニナツタ。

(宇多野 内藤抄)

TheAmericanReviewofTuberculosis,Vol.XXXVI,No.2.1937.

断 面爲 眞 。特 二 肺 疾 患 ノ診 階 二於 ケ ル其 債 値 二就 テ

」.B.McDougallandJ.H.Crawford(Medical

DirectorandAssistantNledicalDirector,Preston

HallSanatorium.Kent,England):Tomographie.

WithSpecialReferencetoItsValueintheDiagn・

osisofPulmonary、Lesions

X線 断 面 窮 眞bノ ・或 断 面 ノ像 ノ ミ ヲ現 シテ其 前後 ノ

物 髄 ヲ抹 消 セ シメ タX線 窺 眞 テア ル 。 例 ヲ 肺 臓 二取

ル ナ ラ バ、 肩 脾 骨 、 肋 骨 、 乳 房 或 ・・筋 肉 ノ・勿 論 、肺 内

ノ目的 噺 面 以 外 ノ物 盟 ノ陰 影 ・・抹 殺 サ レ、一 噺 面 ヲ切

リ取 ツ テX線 寓 眞 ヲ撮 影 シタ カ ノ如 キ 像 ヲ現 シ得 ル

ノデ アル 。 即 チ 從 來 ノ肺 部X線 爲 眞 ガ 肺 内外 ノ色 々

ノ物 髄 ノ重 ナ リ合 ツタ 影 デ ア ル ノー 比 シ テ、 之 ・・肺

内 ノー 部 ノ個 々 ノ物 留 ヲ實 骸 二等 シ 〃 投 影 シ得 ル ノ

デ ア ルf。

此 方 面 ノ最 初 ノ試 ミ・・1921年trサ ー ジュニ依 ツ テ 行 ノ・

レ タ モ ノデ、 共 後 轍 氏 ノ改 良 ガ試 ミラ レテ居 ル ガ、共

ノ原 理 ノ、次 ノ様 ナ モ ノデ アル 。 即 チ管球 ト「フィル ム」

ヲ固 定 シタ面 二ZF行 二、封 稗 的 二移 動 シ ツ ・撮 影 ヌ ル

時 ハ其 面 上 ノー 鮎 ・・「フィノレム」上 ノ ー黙 二 映 窮 サ レ

ル 。 卯 チ共 面 上 ノ物 盤 ・・明瞭 ナ ル 像 トシテ現 レノル。

而 シテ共 面 ヨ リ離 レタ物 髄 ・・「フィル ム」二近 キ モ、 管

球 二近 キ モ、 共 二共 面 ヨ リノ距 離 二磨 ジテ 「フィル ム」

上 ヲ移 動 スル 爲 、 明 瞭 ナル 像 トナ ラ ズ 結 果 トシテ殆

ン ド窮 眞 上 ヨ リ抹 消 サ レル ノデ アル 。

著 者 ノ使 用 シテ居 ル装 置 ・・ベル リソ ノシ ヤ リテ病 院

X線 科 ノグ ロス マソ及 ピ シヤ ウー ル ノ 設 計 二依 ツテ

1935年 二製 作 サ レタ モ ノデ ア ル。 著者 ・・之 ヲ用 ヒタ

7例 ノ爲 眞 ヲ列 ベ テ詳 述 シ、 噺 面 窮 眞 ノ特 長 トシテ

次 ノ諸 鮎 ヲ墾 ゲ テ居 ル。

1・ 普 通 ノX線 罵 眞 デ ハ不 明 トナ ル 陰 影 ノ詳 細 ナ構

成 ヲ明 カニ シ得 ル 。

2・ 蒋 通 ノX線 爲 眞 デ ハ認 メ 得 ナ イ空 洞 ヲ獲 見 シ得

ノレ0

3・ 空洞 ノ位置ヲ決定シテ治療手技 二多考 トナシ得

ノレ0

4.胸 廓 整 形 術 後 ノX線 爲 眞 ハ之 二 依 ラナ ケ レバ明

ニ ナ シ得 ナ ィ。

5.人 工 氣 胸施 術 後 ノ虚 脆 ノ状 態 例 ヘ バ 癒 著 ノ部 位

等 ノ究 明 二役 立 ツ。(字 多 野 内 藤 抄)

蜥蜻 二 於 ケ ル 實験 的 結核 感 染 卜其 蔓 延 機 韓

Jos6EnoridezandMortonC.Kahn(二=ヨ ー ク市

コ ー ネル大 學 署 學部)ExperimentalTubersulosiS

InfectionintheTadpoleandtheMechanismusof

ItsSpread

著者 等 ・・先 二Mycobacteriummarinumト 構 ス ル 冷

血動 物 型結 核 菌 ヲ食 ノ・セル 事 ニ ヨ ソ テ 普 通 ノ豹 斑 蛙

(Ranapipiens)ノ 蛾 餅 二 結 核 ヲ 惹 起 セ シメ ル 事 二成

功 シタ が、 此 塵 ニ ノ・蜥 餅 ノ全 均 ヲ 蓮 績 切 片 トシテ検

鏡 シ、 経 口的 二投 與 サ レタ 結 核 菌 ノ 均 盤 各 臓 器 二蔓

延 スル 機 縛 ヲ明 ニ セ ソ ト試 ミタ ノ デ アノレ。

維 口的 二入 ツ タ結 核 菌 ノ艦 内 ヘ ノ 侵 入 門 戸 ハ腸 ノ杯

状細 胞 デ ア ツテ、其 侵 入 機 轄 ・・粘液 分 泌 後 ノ細 胞 へ腸

ノ蠕 動 ニ ヨツ テ菌 ガ受 動 的 二 入 ル ト推 察 サ レル
。 結

核 菌 ヲ受 ケ入 レタ 杯 状 細 胞 ハヤ がテ退 行 憂 性 二隔 リ、

組 織 貧 喰 細 胞(巨 大 貧 喰 細 胞)二 喰 ハ レ・、績 イ テ後 者 が

退 行 攣 性 ヲ來 シ、 他 ノ巨大 食 喰 細 胞 二 喰 ハ レ、カク ノ

如 キ経 過 ヲ繰 返 シ、貧 喰 細 胞 ノ移 動 ニ ヨソ テ細 菌 ガ散

布 セ ラ レル 。 巨大 貧 喰 細 胞 ノ・多 ク ハ 血 管 外 へ 遊 離 セ

ル・ 或 ・・蜥 餅 ノ尾部 二存 在 セ ル 軍核 白血 球(軍 核 細

胞)ニ ヨ リ生 ズル。 蜥 虫斗ノ全 均 ヲ連 績 切 片 ニ シテ槍 査

系 ル ニ、血 管及 心臓 内 二結 核 箇 ヲ含 有 セル 巨大 貧 喰細

胞 ヲ見 出 サ ナ イ。 此 事 實 カ ラ著 者 ハ 菌 盟 ノ散 布 ハ血

管 ヲ介 シテ デ ハ ナ ク淋 巴 管 及 燈 腔 ヲ 通 ジテ デ アル ト

断 定 シテ居 ル 。

肺 臓 二於 ケル 状 態 ヲ見 ル ニ、若 イ蛾 虫斗デ 未 ダ機 能 ヲ螢

ソ デ居 ナ イ肺 二於 イ テ・・腸 ヨ リ侵 入 セ ノレ菌 ヲ含 有 シ

タ 巨大 貧 喰細 胞 ハ肺 壁 二入 リ共 所 デ退 行 髪 性 二陥 リ
、

菌 ハ遊 離 サ レ テ新 シ イ貧 喰 細 胞 二喰 ハ レ、肺 腔 内 二排

出 サ レル。 ヨ リ成 熟 セル蛾 餅 ノ、機 能 ヲ瞥 メル 肺 臓 デ

ハ肺 腔 内 二 出 サ レタ 巨大 貧 喰 細 胞 及 菌 ・・繊 毛 細 胞 ノ

作 用 ニ ヨツ テ留 外 二排 出 サ レル 。 共 他 一 般 二 蜥 蠕 ノ

結 核 病 竈 ・・其 大 ナ ル 者 二於 テ ・・中心 部 ハ壊 疽 ヲ來 シ

周 邊 部 ハ丁 度 哺 乳 動 物 ノ結 核 病 竈 ノ 類 上 皮細 胞 二相

當 ス ル 巨 大 食 喰 細 胞 ト結 締 新 生 細 胞 ヨ リ成 ル が、後 者

ハ哺 乳 動 物 類 ノ場 合 ヨ リ豊 富 デ ア リ
、又 巨 大 細 胞 ハ 認
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メラ レ・ナ カツ タ .(宇 多 野 内 藤 抄)

淋 巴性 白 血 病 ト重 症 肺 結 核 ノ合 併 。1例 報 告

W.J.RyanandE.M.Nedlar(FromtheSummit

ParkSanatorium,Pomona,NewYork,andthe

HegemanMemorialResearchLabaratoryofthe

MetropolitanLifeInsuranceCompanySanatorium,

MountMcGregor,NewYotk):Caexistenceof

LymρhocyticLeukaemiaandFar・AdvancedPul-

monaryTuberculosis.ReportofaCase

掲 題 ノ如 キー 例 二就 イテ、臨 昧 的 病像 及剖 検 所 見 ヲ明

ニ セル モ ノデ ア ル。 雨 疾 患登 生 ノ時 間 的 關 係 ガ明 デ

ナ イ カ ラ、モ トコ リ雨 者 ノ因果 關 係 ハ窺 フ 由 モ ナ イ。

雨 側 性 空 洞 性 ノ重 症 肺 結 核 ニ シ テ 次 ノ如 キ 血 液 像 ヲ

持 ツ。

赤 血 球 藪=

血 色 素=

白血球総数=

中性白血球=

内 幼 若 型=

淋 巴 球=

輩核白血球=

2,000,000-3,300,000

4.8-6.6gm

160,000-338,000

1.5

50

93

0

「エナジソ」嗜好白血球=

盤基性色素嗜好白血球=

即チ立派ナ淋巴性白血病デアル が、中性白血球 ノ絶封

激 ハ正常値上界ニアリ、其内幼若型 ガ高率ヲ占メテ

居ル事、軍核白血球 ノ絶封数 ノ増加 セル 事ハ普通 ノ

肺結核症 二認 メラレル 所見ニシテ淋巴性 白血病二依

テ影響 ヲ受ケテ居ナイ事 ヲ知ル。叉剖検所見 二就 イ

テ見ルモ肺結核病竈 ノ細胞成分 ノ・淋巴性白血病 ノ合

併 ニヨリ影響ヲ受ケテ居ナイ事 力朋 デアツタ.

一般二普通 ノ結核症二於 イテ流血中 二淋巴球 ノ増加

セル事 ハ良好ナ徴候 ト考ヘラレテ居ル。 然 シ本例 ノ

如キハ彩 シキ淋巴球 ノ存在ニモ拘 ラズ、肺結核 ・豫後

ノ・不良デアツタ。共所デ著苦 ハ結核病竈二封スル淋

巴球参與 ノ本態 ハ其流血中デ、攣化ヲ惹起スベキ病竈

ノ條件(恐 ラク・・化學的 ノ)ニ アルモノデァッテ、軍二

流血中二淋巴球が増 シタ事 ノミヲ以 テ結核 ノ豫後ヲ

云 々スル事ノ・必ズシモ常 二 正當デノ・ナイト考察 シテ

居ル。(宇 多野 内藤抄)

實験的海狸及家兎結核二於ケル「ヴィタミンA」訣乏

ノ影響

MorrisSteiner,MeridianR.GreeneandBenjamin

一3 .0%

-94%

-98%

-1%

0-0.5%

0-0.5%

録 【第16巻

'Kramer( ニュー ヨ ー ク、ブ7v..ク リ ソ猶 太 病 院 小 見 科 研

究 室):TheEffectofVitamin・ADeficiencyon

ExperimentalTuberculosisintheGuineaPigand

Rabbit

カ ・ル 實 験 ヲ行 つ二 當 ツ テ最 モ 必要 ナ 事 ・・ 「ヴ。タ ミ

》んA」訣 乏 症 ヲ惹 起 シ得 テ、 一 方 結 核 ニ モ感 染 シ易 イ

標 ナ 動 物 ヲ選 ブ事 デ アル 。 此 鮎 ヲ考 ヘ テ 著 者 ノ使 用

セル 動 物 ・・海 狸 ト家 兎 デ ア ル.海 猴 ・・次 ノ 諸 群 二分

ケ タ 。

1.正 常 食 餌 ヲ與 ヘ タ者 。

2.「 ヴィタ ミ ソ・A」鉄 乏 食 餌 ヲ與 ヘ タ者 。

3.「 ヴィタ ミ ソーA.鉄 乏 食餌=「 ヴィタ ミソーA」ヲ加 ヘ

テ與 ヘ タ者 。

以 上 各 々二就 イテ結 核 菌 ヲ投 與 セ ル 者 ト 封 照 トヲ作

ツタ.投 與 方 法 ・・開放 性 患 者 ノ喀 疲 ヲ 経 口的 二注 入

シタn

封 照 例 印 チ非 結 核動 物 ヲ比較 ス ル ニ 第 三 群 ハ第 一 群

二 比 シ テ其 健 嚥状 態 ハ劣 リ、第 二 群 ・・第 三 群 二 比 シテ

著 明 二髄 重 モ低 ク、 生 存 期 問 モ短 ク、肺 炎 ノ登 生 率 モ

高 〃、或 者 二於 テ ハ結 石 ヲ形 成 シ 輪 尿 管 ノ振 張及 ピ

腫 脹 ヲ來 セ ル ヲ見 タ 然 シ結 核 ノ感 染 ハ 三 群 ノ動 物
の

ノ留 重 及 ビ生 存 期 間 二於 イテ封 照 二 認 メ タ 以 上 ノ攣

化 ヲ惹 起 シナ カ ツ タ。 叉 結 核 ノ登 展 ガ特 二 「ヴィタ ミ

ソ・A」鉄 乏 ニ ヨ リ促 進 セ ラ レル ト考 ヘ ル ベ キ事 實 モ 見

出 シ得 ナ カ ツタ。 感 染海 狸 第 三 群 ハ 第 一 群 二 比 シ テ

振 大 セル病 竈 ヲ見 出 サ レタ が、 之 ハ「ヴィi?(ミソ・A」1・

ハ關 係 付 ケ ラ レナ イ。

一 方 家 兎 二於 テC3種 牛 型 結 核 菌 ノ 静 脈 内注 入 ニ ヨ

ル肺 結 核 ハ 「ヴィタ ミ ソーA」鉄 乏 動 物 デ ハ封 照 二比 シ テ

少 シバ カ リ病 竈 ノ振 大 セル ヲ認 メ タ ガ、例 敷 モ少 ク、

使 用 菌 ノ毒 力 が強 ス ギタ憾 が ア ル。

(宇 多 野 内藤 抄)

赤 血 球 沈 隆 比 トメ ドラ ー氏 指 藪

A.R.Masten:TheSedimentationRateandMedlar's

Index

水溶 性 結 核 菌 蛋 白質 ノ 水 素 「イ オ ン」濃 度 ニ ヨ ル沈

隆

ErnestB.HananandWalterP.Ericks(ニ ュー ヨー

4.sバ ッファロ市 立 病 院 及 ビ バ ッ フ7ロ 大 學 留 學 部):

PrecipitationofWaterSalubleTuberculoproteinby

Hydrogen-IonConcentration

著 者 ・・先 二結 核 菌 蛋 白質 ノ沈 降 ノ最 適PH・ ・2.8デ
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ア ル 事 ヲ見 出 シタ カ'、ガ ッベ或 ・・ロソ グ及 ビ シー バ ー

bノ 研 究 デPH4.01・ サ レテ居 ル 。 其 所 デ之 ヲ再 検

討 ス ベ ク本 實験 ヲ 試 ミタ ノデ アル 。 緩 衝 液 トシテ バ

ク ラ ー ク及 ビ ラ ヅブス ノ液 ノPH1.2ヨ リ7.0二 至

ル30種 ヲ川 ヒ、 結 核 菌 蛋 白質 液 トシテ ・・シー バ ー1・

ノ方 法 二從 ツ テ調 製 セル 超 蛋 白濾 液 、有 毒 無毒 結 核 菌

ノ滅 菌 水 抽 出 液 及 ビ ロ ソ グ ノ無 蛋 白培 養 基 二 登 育 セ

ル 無毒 結 核 菌 ノ濾 液(透 析 セ ブつ ヲ供 シタ。

緩 衝 液9ccト 濾 液0.5ccヲ 遠 心 管 二入 レ・、ヨ ク混 合 シ
ワ

雲 状 架片 ノ現 レ・ル ヲ見 テ、之 ヲ夜 通 ジ放 置 シ タ後 、 遠

心 沈 澱 セ シメ テ沈 降 ∫ll=ヲ検 シタ塵 、PH2.4・ 一一:'3.0大

髄2・8が 最 適 デ アル 事 ヲ確 メ タ.此 培養 基 濾 液 ヲ 豫

メ 熱 ジテ置 ク1・最 適PHハ4.6ト ナル 。

是 等 ノ上 澄 液 ヲ他 ノ遠 心 管 二取 リ、10%ノ 割 合 二、3

「"ロ ールj酷 酸 ヲ加 へ 夜 通 シ放 置 シタ後
、遠 心 淵 殿セ

シ メタ 施 、 先 二最 適 デ ア ソタPHノ 部 分 二於 ケル 今

回 ノ沈 降 ハ極 僅 少 デ ア ツタ ノデ アル,

即 チ前述 ノ最 適PHノ 債 ノ差違 ハ使 用蛋 白質'墾 牲

サ レテ居 ル カ ド ウカ ニ起 因 ス ル ト思 バ レル 。

参 考 ノ爲 ニ ロ ン グ及 ビ シー バ ーi・ ノ實験 ヲ 追 試 ス ベ

〃酷 酸 ヲ以 テ最 適PHヲ 求 メ タ所 、 ヤ ノ・リ2.4-4.6

トナ ツ 〃.

血 清 ヤ卵 「アル プ ミ ソ」・・PH2.8二 於 イ テ 沈 降 シナ

イ。 故 二結 核 菌 蛋 白質 ・・「アル ブ ミ ン1二 鳩 ス ル者 デ

ノ・ナ イ11`ヲ 知 ル。 叉PH2.8デ 生 ジタ 沈 降 物 質 ・・蒸

倒 水 二容 易 二 溶解 ・:/、「ビユ ー レット」及 ビ 「ク サ ソ1・

プ ロティソ」反 磨 ヲ呈 シ、モ ー リッシュ氏 試 験 二依 ツテ炭

水 基 ノ存在 ヲ知 ル 。 「ツ ベル ク リソ」反 胞、ヤ 補 髄 結 合
'
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反 慮 ノ「ア ソチ ゲ ソ」トナ リ得 ル 事 モ確 メ得 タ。

元 來PH2.4デ 沈 降 ス ル蛋 白質 ・・少 シ シ力無 イ カ ラ

以 上 ノ成 績 ・・結 核 菌 蛋 白質 ノ分 離 精 製 二役 立 チ、將 來

本疾 患 ノ本 態 二關 シ或 ・・從 來 ノ診 噺 検 査 二於 ケル 困

難 ノ或 者 ヲ説 明 ス ル 上 二数 果 が アル デ ァ ラ ウ。

(宇 多 野 内 藤 抄)

結 核 二 封 ス ル 鱈 肝 油 ノ原 則 的使 用

A.L.Banyal:TopicalApplicationofCodliverOil

inTuberculosis

心 膿 側 肺 氣 腫

E.Korol:ParacardiacPulmonaryEmphysema

人 工 氣 胸 二 際 ス ル 滲 出 液 獲 生 二 封 ス ル 肋 膜 内 塗 ノ

關係

LN.Lod:TheRelationofIntrapleuralPressures

totheFormationofE在usionsinArtificialPneu.

mathorasc

結 核 空 洞 ノ脛 胸 壁 虚 置

M.JacobsandH.M.Beloff:TransthoracicTreat・

mentofTuberculousCavities

喀 血 ノ療 法 トシ テ ノ 「ア カ シア 」液

0.Berghansen:AcaciaSolutionintheTreatment

ofPulmonaryHaemorrage

結 核 性 腹 膜 炎

L,W.Frank:TuberculousPeritonitis

呼 吸 器 二於 ケ ルUndulantFeverバ ング 氏 病 ノ獲 現

0.A.Beatty:ManifestationsofUndulantFeverin

theRespiratoryTract

Tuberculosis,Vo1.XXXVI,No .3.

Lア レ ル ギ ー 」ノ 欺 態 ト其 ノ 過 敏 症 及 抵 抗 力 二 封 ス

ル 關 係

J.Bronfenbrenner:TheAllergicStateandIts

RelationtoHypersensitivenessandResistance

「ツ ベ ル ク リ ン 」
、「ア レ ル ギ ー 」 卜臨 躰 的 経 過 ト ノ關

係

J.M.Appel,B.H.Douglas,T .R.JoczandH.S.

Willis:RelationbetweenTuberkulinAllergyand

CiinicalcourseFromtheWm.H.MayburySana.

torium(DetroitMunicipalTuberculosisSauatorium
,)

Northville,Michigan

lツ ベ ル ワ リ ソ
」反 慮 ガ結 核 ノ豫 後 ヲ トス ル ニ 役 二 立

ツ カ ヲ検 討 セ ソ ト シタ モ ノデ ア ル
。 ・

元來 「ッベ ル ク リソ ・ア レル ギー 」ハ 攣 動 ス ル モ ノデ

アル。 例 ヘ バ結 核 ノ激 攣 或 ・・時 ニ ヨ ツテ 「ツベ ル ク リ

ソ」il三入 一 ヨ ツテ共 度 ヲ培 シ
、 疾 患 ノ停 止 、 治 癒 、 悪

液 質 ・ ドツベル ク リ ンJ治 療 、 併 獲 疾 患 ニ ヨ リ、少 グ ト

モ理 論 的 二 ・・本疾 患 二封 スル 患 者 ノ 反 慮 ノ攣 動 ニ ヨ

リ其 度 ヲ減 ジル 。

一 方 「ツ ベル ク リ ゾ
」感 受 性 ノ攣 化 二 關 ス ル從 來 ノ研

究結 果 ノ匠 々 二分 レ テ居 ル ノ ハ次 イ 要素 ノ何 レ カニ

因 ル モ ノデ ァル
0

1・ 解 繹 ノ根 標 ノ差

2.使 用 量
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3.

4

FO

6

手技 ノ困難、例ヘ バ 注射 ノ深サ、注入材料 ノ

容積蛇二古サ、或ハ稀繹 ノ程度

前楡査ニヨル感受性 ノ攣化

「ツベル〃リソ」注射ニヨル 感受性 ノ創造

疾患 ノ明カナ愛動ヲ俘・・ナ イ所 ノ、感受性 ノ自

然的ナ攣化

從來 ノ成績 ・・甚ダ多標二出テ居ルが、著者ハ永 イ経過

ヲ追 ツテ、臨林的、X線 的蛇二實験室的検査 トZF行 シ

テ「ツベル〃リソ」反晦ヲ検 シ、

　

ロ

ロ

　

1

2

0
δ

4

5

6

7

8.

豫後 ヲトシ得ルヤ

本疾患経過ノ攣化ヲ豫知 シ得ルヤ

治療法 ノ適磨ヲ決定 シ得ルヤ

症候、所見、X線 像蛇二實験室的検査 ト ノ間

二關係 アリヤ

病竈 ノ性状 トノ間二關係アリヤ

疾患ノ傾向 トノ問二關係アリヤ

小見型 ト成人型、或ノ・其移行時 二 於ケル態度

ハ如何

疾患ノ激墜或・・喀疾中結核菌 ノ攣動 トノ間二

關係アリヤ

等 ヲ明 カニ セ ソ ト企 テ タ ノデ アル。

検 ・査材 料 ・・患 者179名 、他 種 検 査 ノ間 隔 ノ・3週 ヨ リ3

ケ月 トサ レ テ居 ル 。

「ツベ ル ク リ ソ」検 査 トシ テ ハ最 初 各 人 二 就 テ最 少 有

数 量 ヲ決 定 ン、 之 ヲ標 準 トシ テー 人 一 人 二 就 テ其 感

受 性 ノ墾 化 ヲ槍 ン タ.但 攣 化 二慮 ジテ適 宜 培 減 ス ル 、

「ツペ ル 〃 リソ」bシ テ ハSeibert/T .P.T.及 僖

「ツ ベル ク リ ソ」ヲ併 用 ジテ居 ル 。

實 験 ノ結 果 ノ剣 定 法 ト シテ ・・X線 其 他 ノ 諸 槍 査 二依

ヅテ結 締 織 化 治癒 、 吸 牧 治 癒 、混 合 治 癒 及 進 行 性 破 壊

性 病 竈 ノ4者 二分 ケ、各 々二於 ケ ル 「ッベ ノレク リ ソJ感

受 性 ノ培 加 、 減 少 、 停 止 ノ率 ヲ求 メテ居 ル。其 結 果 ハ

良 性 経 過 ヲ ト リツ ・アノレモ ノニ於 テ 感 受 性 ノ 増 加 セ

ン者35.6%、 減 少 セ ル 者21.196、 停 止 セル 者43.3%

デ ア リ、 疾 患 ノ進 行 ンツ ・アル ーK一二 於 テ ハ各 々16.6

%、55.5%、27,8%デ ア ツタ。 即 チ 良 性 経 過 ヲ1・ル

モ ノニ増 加 者 多 ク、 悪 性 経 過 ヲ トル 者 一 減 少 者 が多

イ事 ハ明 カ ニ ナ ツタ ガ、感 受 性 塙 加 ヲ以 テ良 経 過 ヲ察

シ、 減 少 ヲ以 テ悪 経 過 ヲ決 定 スル 事 が 出來 ル 程 著 明

ナ成 績 デ ハナ イ。況 ソヤ良 性 経 過 ヲ三 ツ ニ細 分 セル 者

二 於 テ ハ感 受 性 ノ差 ヲ云 々ス ル事 ハ出來 ナ イ。帥 感 受

性 ノ差 ト治 癒 襟 式 ト・・關 係 が無 イ様 二思 ・・レノレ。
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共 他 ノ成 績 カ ラ言 フ ト結 核 ト診 噺 サ レ テ「ソ ベ ル ク リ

ソ」陰 性 ナ リジ者1人 モ無 ク、 陽 性 ヨ リ陰 性 二 轄 化 セ

ル 者 モ無 カ ツ タ.(宇 多野 内藤 抄)

ピル ケ ー 氏法 ニ ヨル 「ツ ベ ル ク リ ン 」新 精 製 産 物 ノ

雁 用

A.H.SteeleandH.S.Williミ:TheApplicationof

theNewerPurifiedTuberculinProductsbyth6

PirquetMethod.

「ツ ベノレク リ ソ」大 量 ノ診 断 的 磨 用

M.Paretzky:TheDiagnosticApplicationofHigh
つ

DosesofTuberculin

結 核 患 者 謹 見 ノ新 管 制 法

B.H.DouglasandH.F.Vanghan:AnewAdmin・

istrativeTechniqueinTubereulosisCase-finding

「ツ ベ ル ク リン 」陽 性 見 二接 ス ル 者 ノ結 核 状 態

C.W.Wells:TuberculosisinContactsofChildren

whoreakttoTu「berculin.(、Viththesupportofand

undertheauspicesoftheInternationalHealth

DivisionoftheRockefellerFoundationincoopera・

tionwiththeJamaicaGovernmentMedicalDepart-

ment)

ヂ ヤ マ イカ ノキ ソ ヅ ス トソデ 施 行 サ レ タ 結 核 調 査 ハ

槍 査 総 倣7093名 、 内78.3%二 於 テ ノ・「ツ ベル ク リソ」

反 慮 ヲ検 シ、70.0%ニ ノ・X線 検 査 ヲ試 ミタ。

其 結 果 顯 在 性 肺結 核 が72例 登 見 サ レタ.尤 モ 其 内18

例 ハ以 前 カ ラ判 ツ テ居 タ モ ノデ ァ ッ タ。

之 ヲ材 料 ト シテ色 々 ノ報告 ガ現 レ テ 居 ル ガ、 本 編 ハ

「ソ ベ ル ク リソ」陽 性 見 ト接 鱗 ス ル 者 ノ結 核 ヲ封 象 ト

シ テ取 扱 ハ レ・タ報 告 デ アル 。

其 成 績 ・・次 ノ様 ニ ナ ル。 先 ヅ家 庭 内 接 鱗 ヲ 見ル ニ、學

齢 期 前 見童 ニ シテ顯 在 性 結 核 患 者 ト 接 鰻 セル 者 ノ中

ノ 「ツ ベ ル ク リ ン」陽 性 者 ハ60.9%、 同 ジク接 燭 セ ザ

ル 者 ノ内 ノ「ツ」陽 性 者 ・・33.6%、 學 童(5-19歳)ニ

シ テ顯 在 性 結 核 患 者 ト 接 鱗 セ ル 者 ノ内 ノ陽 性 者 ハ

66.7%、 同 ジ ク 接 胴 セ ザル 者 ノ 内 ノ 「ツ」陽 性 者 ハ

65.8%デ 、 雨 見 童 ヲ合 ス レバ其 数 値 ハ各 々65.4%及

55.1%ト ナ リ、 何 レニ於 テ モ前 者 ノ卒 ノ 方 ガ大 デ ア

ノし!o

一 方 逆 二見 ル ト、顯 在 性 肺 結 核 患 者 ノ内 デ 「ツ」陽 性 見

ト接 鍋 セル 者 ハ34.7%デ ァル ニ封 シ、 見 童 ト接燭 セ

ル 患 者 ノ内 デ 「ッ」陽 性 見 ト接鯛 セル 者 ノ比 牽 ハ78.1

%二 達 ス ル 。
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次 二 庭 ヲ共 逼 ニ スル 家 族群 内 ノ接鰻 ヲ見 ル ニ、學 齢 期

前 見 童 ニ シテ顯 在性 肺結 核 患 者 ト 接 燭 セル 者 ノ内 ノ

1ツ
」陽 性 者 ハ41.9%、 同 ジク接 鰻 セ ザ ル 者 ノ内 ノ

「ツ」陽 性 者 ・・33 .3%、 學 童 ニ シテ 顯 在 性 肺 結 核 患 者

ト接 鰻 セル 者 ノ内 ノ「ツ」陽 性 者ハ76.7%、 同 ジク接

燭 セ ザル 者 ノ内 ノ「ソ」陽 性 者 ハ64.2%デ 、 雨 見 童 ヲ

合 スvパ 其轍 値 ・・各 々63.2%及54.1%1・ ナ リ何1!二

於 テ モ 前 者 ノ傘 ノ方 が大 デ アル。

一 方 逆 二見 ル ト、 顯 在 性 肺 結 核 患 者 ノ内 デ 「ツ」陽 性

見 ト接 燭 セル 者 ハ80.5%デ ァル ニ封 シ、 見 童 ト接 燭

セル 患 者 ノ内 デ ノ「ツ」陽 性 見 ト接 燭 セ ル 者 ノ比 率 ハ

89.2%二 達 ス ノレ。

次 二以 上 ノ槍 査 方 法 ニ ヨ リ 活 動 性 結 核 ヲ ドノ程 度 二

獲 見 シ得 ル カ ヲ数 字 的 二=瞼討 シ テ 見 ル ト、975家 庭

1627名 ノ検 査 兇 童 ノ内895名 二 「ツ」陽 性 、 後 者F家

庭 内 デ 接 燭 セノレ成 人1725名 ノ内 「ソ」槍 査 ヲ施 行 ヤル

者1433名 ニ ンテ 内1191名 二 陽 性 ナ7vヲ 見 出 シ、1'ツ」

陽 性 見 ト接 燭 セル 成 入 ノ内 二25名 ノ顯 在 性 結 核 ヲ見

出 シ タ ノデ ア ル。

叉 庭 ヲ共 通 ニス ル 家 族 群 二就 テ見 ル ニ、580群 、1704

名 ノ検 査 兇童 ノ内926名 二「ツ」陽 性 、 後 者 ト接 鰻 セ

ル 成 尺3165名 ノ内 「ツ」槍 査 ヲ 施 行 セ」V者2585名 ニ

シテ 内2141名 二 陽f生ナ ル ヲ見 出 シ、 「ツ」陽 性、見 ト接

鯛 セル 成 人 ノ内 二49名 ノ顯 在 性結 核 ヲ見 出 シ タ ノデ

アル!。

前 述 ノ如 ク本 検 査 ニ ヨ リ登 見 サ レ タ 顯 在性 結 核 患 者

総激 ・・72名 デ ア ル カ ラ、 「ツ」陽性 見 ノ家 庭 ヲ調査 ス

ル 事 ニ ヨ リ29・2%ヲ 獲 見 ジ、 其 庭 ヲ共 通 ニ スル 家 庭

群 二調 査 ヲ橿 大 スル事 ニ ヨ ツテ65.6%ヲ 獲 見 シ得 タ

事 ニ ナ ル。

故 二此 方 法 ハ顯 在性 結 核 患 者獲 見方 法 トシ テ 有 数 適

切 ナ ル モ ノ ト認 ム ル モ ノデ アル。

(字 多 野 内藤 抄)

幻 見 ノ結 核 感 染 ノ脛 過 二影 響 ス ル 諸 要 素

MiriamBrailey:FactorsInfluencingthecourseof

TuberculousInfectioninYoungChildren(theDep-

artmentofEpidemiologieoftheJohnsHopkins

University,SchoolofHygieneandPub1icHealth

andtheDepartmentofPediatricsoftheJohns

HopkinsHospital,Baltimore,Maryland)

研 究 材 料 ハ ジ.ソ ス ー ホ ブ キ ソス 病 院 外 來 ノ ハ リ

エ ット、 レー ソ結 核 病 科 二於 テ1928年 ヨ リ1936年 ノ
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間 二來 レル2歳 以 下 ノ幼 見 ニ シ テ 「ツベ ノレク リ ソ」陽

性 ナ ル 者223名 デ アル 。 内91名 ハ 白人 種 、132名 ハ

有 色 人 琶 デ ア7v。 之 ヲ8年 間 観 察 ン タ所 、 白人 種 デ

9名(10.0%)、 有 色 人 種 デ30名(22.7%)ノ 死 亡 者 ヲ

見 タ。 全 期 間 ノ死 亡 者 二塁fス7v最 初 ノ1年 間 ノ死 亡

者 ノ割 合 ハ白 人 デ ハ88%、 有 色 人種 デ ハ77%デ ア ル。

一 方 観 察 期 間 ヲ分 ケ テ 見 ル ト、 最 初1年 間 ノ死 亡 李

・・白 入種8.8% 、 有 色 人 種17.4%、 初 ノ5年 間 デ ・・

白人 種10%、 有 色 人種21.2%、 初 ノ8年 間 デ ・・白人

種10.0%、 有 色 人種22.7%ト ナル 。 帥 チ何vノ 観 察

期 間 ヲ ト ツテ見 ル モ、 有 色 人種 ノ死 亡 傘 ノ・白人 種 ノ

夫 レ ニ倍 シテ居 ル。 即 種 族 差 ガ詮 明 サ 迄1ル。

次 二 患 者 数223名 ヲX線 所 見 ニ ヨ リ 分 類 ス ル ニ、94

例 二於 テ ・・肺 内 實質 ノ病 竈 ト腫 脹 ス ル 氣 管 氣 管枝 腺

トヲ認 メル。 之 二 反 シ129例 二 於 テ ハX線 的 二肺 實

質 内病 竈 ヲ獲 見 シ得 ズ、 共 内44例 ハ淋 巴腺 腫 脹 ヲ認

ム ル モ、残 §5例 二於 テ ハ夫vス ラ見 出 ン得 ナ カ ツ タ。

X線 所 見 陽性 ナ ル見 童 ノ内 ノ初1年 間 ノ 結 核 死 亡 率

・・有 色 人 二於 テ29%、 白 人 二 於 テ25%、 其 差 ・・大 デ

ハ ナ イが、 其 後 ノ経 過 ヲ 見 レバ ヤ ・・リ 有 色 人 ノ方 ガ

経 過 不 良 ナ ル 者 ガ多 イ。

X線 所 見 陰 性 ナル 見 童 ノ内 ニ モ 少 敷 ナ ガ ラ 結 核 死 亡

者 ・・焚 生 ス ル。 此 場 合 ノ種 族 差 ノ・極 メ テ著 シク、 最

初1年 間 ノ死 亡 率 ノ・白人0%二 封 シ有 色 人7%、5年

間 二於 テ ノ・白人1.8%二i封 シ有 色 入12.3%、8年 間 二

於 テ モ同 数 ヲ保 ツ。

8年 間 二於 ケル結 核 死 亡 者 総 激 ハ39名 デ アル ガ、 内

30例 ハ實質 病 竈 ヲ有 ・Y、9例 ・・有 セ ナ イ者 デ ア ル。

前 者 ノ内18例 ・・拶 膜 炎 、8例 ノ・全 身性 結 核 、即26例

ハ肺 外疾 患 デ 死 亡 シ、 残4例 ノ ミガ 肺 結 核 ニ ヨ ツ テ

死 亡 シテ 居 ル。 後 者 ノ内8例 ・・鵬 膜 炎 ニ ヨ リ、1例 ノ・

全 勇 性 結 核 ニ ヨ ツテ 死 亡 シ、 肺 疾 患 ニ ヨル 者 ノ・1例

モ無 イ。

叉 實質 病 竈 ヲ持 ツ者 ノ比 傘 ヲ見 テ モ、有 色 人 ハ初 カ ラ

高 ク、 年 ト共 二±曾加 ノ仕 方 モ著 シイ。

次 二感 染期 二就 テ見 ル ニ、 生 後6ケ 月以 内 二 感 染 セ

ル 者 ノ死 亡奉 ガ6ケ 月一2年 ノ間 二感 染 セ ル 者 ノ夫

v二 比 シテ2倍 二近 イ大 サ ヲ持 ツ事 ノ・興 味 ア ル 事 寅

デ アル 。 帥感 染 登 見後1年 以 内 ノ死 亡 奉 ハ 前 者 ハ24

%・ 後 者 ・・15%、5年 以 内 ノ死 亡 卒 ・・前 者 ハ33%、

後 者 ハ21%デ アル。

家 族 内 接 鰻 二就 テ見 ル ニ、 家 族 内 二 開 放 性 患 者 ヲ謹
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明 セ ル 者 ・・白人 ニ テ77%、 有 色 人 ニ テ64%デ ア ツ タ

ガ、 死 亡 卒 ト ノ問 ニ ハ密 接 ナ 關 係 ハ 認 メ ラ レナ カ ッ

タ。 然 シ藪 が少 イ カ ラ本 問題 ノ解 決 ハ 後 日 二譲 ラ ネ

バ ナ ラナ イ。(字 多 野 内藤 抄)

結 核 ノ潜 伏 或 ハ 内攻 期

」.A.Myers:TheLatentorSmoulderingStagesin

Tuberculosis.

脾 膿 ノ多 獲 性 石 次 化 竈

L.J.Moorman:MultipleCalcificationsintheSp.

1een.

結 核 症 二 於 ケ ル 人 工 獲 熱 ノ評 債

G.R.DuncanandE.S.Mariette:AnEvaluation

ofArtificialHyperpyrexiainTuberculosis

廣 汎 性 無 氣 肺 二 績 護 セ ル 縦 隔 麗 「ヘ ル ニ ヤ 」

L.Elrick:MediastinalHerniaFollowingMassive

Atelectasis.

人 工 氣 胸 法 ノ再 施 行

A.ShamaskinandJ.Rogoff:ReinductionofPneu-

mothorax.

横 隔 膜 紳 脛 捻 除 後 二 再 施 行 シ 得 シ 人 工 氣 胸

W.C.Voorsanger:ArtificialPneumothoraxRe§st-

ablischedafterPhrenicoexairesis.

ポv卜 氏 病 ノ 要 因 トシ テ ノ 外 傷

M.H.SkolnickTraumaasaFactorinPott'sDis-

ease・(字 多 野 内 藤 抄)

結 核 外 專 門 雑 誌

マ ン トー 氏 亙 底 用 稀 霧 奮 「ツ ベ ル ク リン」ヲ 安 定 ナ

ラ シ ム ル 稀繹 液

RussellGottschallardWilliamEdwardBunney:A

DiluentforStabilizingTuberculin``0.T."Diluted

fortheMantouxTest.(Jour.Immunol.Vol.34No.

2)

著 者 ・・長 期 間 保 存 二耐 へ 得 ル マ ソ トー氏 反 慮 用 稀 繹

「ッ ベル ク リ ソ」ヲ得 ソ ト試 ミタ。 國 際 聯 盟標 準 「ッ ベ

ル ク リソ」ト等 数 債 ナ ル1.,;i「ツベル ク リソ」ヲ、 各 種/

稀 繹 液 ヲ以 テ1萬 倍1・ ン之 ヲ感 作 海 狸 皮 内 二 注 射 セ

リ。 先 ヅ燐 酸 轍 緩 衡 液或 ハ棚 酸 鞭 緩 衡 液 食 轍 水 ヲ 以

テ 稀 繹 シ、 防 腐鋼 トシ テ石 炭 酸 叉 ・・Merthiolateヲ

使 用 シ、 温 度 ト保 存 日倣 ヲ種 々二組 合 セ タ ル 各 種 條

件 ノ下 二置 キ、 「ツ ベル ク リ ソ」ノ数 債 ご 及 ボ ス 影 響

ヲ楡 セ リ。 他 方1%葡 萄 糖 、1%'「 ア スパ ラ ギ ソ、0.5

ヌ!・0.1%次 亜硫 酸 曹 達 、Long氏 液 、Dorset氏 液 、

0.01%乳 酸 「ア ム モ ニ ウム」5%「 〃"リセ ロー ル」等i種

々 ナ ル モ ノ ヲ以 テ ナ セ ル モ保 存 二封 シ テ 好 影響 ヲ認

メ ズ。 之 反、O.01叉 ・・0.02%「1ノ チ チ ソ」、O.2%Witte
ゆ

「ベ プ ト ソ」、O.021又 ハ0.2%「 プ ロテ オ ー ズペ プ トソ」

1%「 フェニ ー7v」、「ア ラ ー=ソ」0.01-0.2%「 ゲ ラ チ ソ」

殊 二 〇.5%寒 天 及 ビ0.04%「 ア ラ ビ ヤ」糊 ノ添 加・・安 定

性 ヲ賦 與 ス ル、 斯 ク シテ0・04%「 ア ラ ビヤ」糊 ト0.5

%石 炭 酸 ヲ含 有 セ ル棚 酸緩 衡 液 食 璽 水(PH7.2)ガ 「ッ

ベ ル ク リソ」稀 繹 液1・ シテ 適 當 ト認 メ ラル 。 自p蕉 「ッ

ベ ル 〃 リ ソ」ヲ 本液 ヲ以 テ1萬 倍 二稀 繹 シ、 之 ヲ1cc

叉 ・・10cc容 量 ノ「ゴ ム」栓 附 硬 質 硝 子 瓶 二 分 注 シ保 存

ス ル ニ、 安 定 性 ヲ保 持 シ、 室 温7日 間 振 盟 ス ル モ 、4

ケ 月間 分 散 光線 中 二放 置 スル モ、 叉 温 帯 地 二 郵 逡 ジ

再 ビ著 者 ノ手 許 二 反迭 セル モ ノニ テ モ 、 数 力 ノ 減 弱

ヲ認 メ ズ。 本 稀 繹 液 ヲ 以 テ ナ セ ル マ ン トー氏 反 慮 人

盟 實 験 報 告 ハ近 日中 二登 表 ス トア リ。 著 者 等 ノ 提 唱

セ ル稀 繹 後 ノ虜 方 ハ次 ノ如 シ。

19120棚 酸 「ナ トリ ウ ム」(Na2B,0710H2019,1089

ヲ11ノ 水 二溶 ス)11・M15棚 酸 食 鞭水(H3BO3

12,40491・NaCl2,9259ヲ11ノ 水 二溶 ス)91・ ヲ

混 ジ、15封 度20分 間消 毒 ス 。 別 二4%「 ア ラ ビ ヤ」糊

ヲ作 リ同様 二清 毒 ス。 而 シテ前 ノ棚 酸 盤 食 璽 水890cc

二5%石 炭 酸100cc、4%「 ア ラ ビヤ」糊10ccヲ 加 フ。

(北 研 野 中抄)

進 行 性 輩 皮症 ヲ俘 ヒ、下 腿 二封 稻 的 線 條 トシ デ 獲 生

セ ル 肉 腫 檬 輩 皮症 檬 結 核

(Prof.G.Sannicandro:Sarkoideu.sklerodermartige

TuberkulosemitsymmetrischenStreifenanden

Beinen,verbundenmitprogressiverSklerodermie,

Archivf.Dermat.u.Syphilis.175Band.5・Heft)

結 核 ト輩 皮 症 ト ノ直 接 的 關 係 ヲ 初 メ テ 登 表 セル バ

グ ジ 」 ロ氏 デ アル。 彼 ノ・或 種 ノ異 型 皮 膚 結 核 ヲ 肉腫

様 輩 皮 症 様 結 核 ナ ル 名硲 ノ下 ニー 括 シテ居 ル ガ、著 者

モ亦 類 上 皮 構 造 ヲ呈 ス ル 結 節 ト皮 膚 硬 化 ヲ件 フ異 型

皮 膚 結 核 ノ症 例 ヲ報 告 シ、結 核 ト進 行 性 輩 皮症 ト・・病

因 的 二 同一 ノモ ノデ アル ト結 論 シテ居 ル。 著 者 ニ ヨ
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レバ上 記 グ ジ ュロ氏 ノ分 類 ・・個 々 ノ互 一 關 係 ナ キ疾

患 ヲ含 ミ、 臨 抹 的 組 織 的 二線 括 シ 得 ル モ ノ1・ノ・考 ヘ

ラ レナ イ が、ジカ モ 仁症 例 ハ輩 皮症 様結 核 ノ存 在 ヲ謹

左 スル 皮 膚 結 核 ノ新 型 トミル ベ キ モ ノデ アル ト シテ

居 ル。(千 葉 署 大 皮 膚科 秦 抄)

結 核 性 皮 虐 疾 患 特 二 尋 常 性 獲 瘡 二於 ケ ル 結 楼 菌 型

ノ検 索

(Dr.T.A.VanKrieken:Untersuchungnachdem

TypusderTuberkelbacillenbeiaufTuberkulose

beruhendenHauterkrankungen,imbesonderenbei

Lupusvulgaris.Archiv.f.Dermat.u.Syphilis.175

Band.5Heft)

諸 外 國 二於 テ從 來 行 ハ レ・タ菌 型 二 封 スル 細 菌 學 的 検

索 成績 ヲ列 墾 シタ後 著 者 ハ ァ ムス テル ダ ム署 科 大 學

皮 膚 科 二於 テ過 去2年 絵 二亙 リ62例 ノ皮 膚 結 核 患 者

二就 キ施 行 セ ル 自 己 ノ検 索 法 蛇 二成 績 ヲ和 蘭 二 於 テ

ハ最 初 ノモ ノ トシテ追 加 シテ居 ル。

菌 型 ノ判 定 ハ レー ヴェソ ンユタ イ ソ氏 培 養 基 ニ ョ ル培

養 成 績 及 ビ海 狸 二於 ケ ル疾 病 経 過 ヲ 比 較 ス ル事 ニ ヨ

リ行 ハ レタ。尋 常 性 狼 瘡27例 中結 核 菌 ヲ検 出 シ得 タ ル

23例 ノ菌 株 中18株(=78%)ハ 人 型 ニ シテ、5株(=

22%)・ ・牛 型 デ ア ツタ。 更 二皮 牌腺 病/3例 中2株 ハ

人 型1株 ハ牛 型 、 皮 膚 疵 状 結 核 ノ1株 ハ 人型 。 菌 ヲ

検 出 シ 得 ザ リ シモ ノ バ バ ザ ソ氏 硬 結 性 紅 斑2例 壌 疽

性 丘 疹 状 結 核 疹2例 、顔 面播 種 状 粟粒 性狼 瘡2例 、 血

管 類 狼 瘡2例 、 環 状 肉 芽 腫4例 急 性 紅 斑 性 狼 瘡2例 、

慢 性 紅 斑 性 痕 瘡9例 槍 出 サ レタ 菌 株 ハ海 瞑 二銅'シ概

ヴテ著 シ キ毒 性 ヲ有 セ ズ。

(千 葉 屠 大 皮 膚科 秦 抄)

活 動 性 多 獲 性 結 核 ヲ獲 生 シ 「ツ ベ ル ク リン」二勤 ス

ル 及 底 性 ガ攣 化 ス ル ト共 二治 癒 二 向ヘ ル プ 。ク 氏 類

肉腫 ノ1例

(PoulBonnevieu.TorbenK、With:EmFallvOll

SarkoidBoeckzurHeilunggekommenunterEntw。

icklungeineraktivenmultiplenTc】berkuloseund

unterAnderungderTuberkulinreaktivit5t.Archiv

f.Dermat.u.Syphilis.Band175,Heft3)

14年 來 ムZ氏 類 肉腫 二罹 患 セ ル37歳 ノ婦 人 、尿 路

結 核 二績 イ テ脊 髄 「カ リエ ス」ヲ登 生 スル ヤ、從 來 極 メ

テ 抗 療 的 ナ リ シ皮 膚 類 肉腫 が自然 治 癒 二 向 フ ト トモ

ニ 肺 病攣 バー暦 墳 悪 シタ。 同時 二 「ツ ベ ル ク リ ソ」感

受 性 二墾 化 ヲキ タ シ、陰 性 デ ア ツ タ ピル ケ反 懸 ハ6週

録 1093

間 ノ問 二強 陽 性 ヲ示 スニ 至 ツ 先

典 型 的 菌 結 核 ノ出現 ・・類 肉腫 二影 響 ヲ與 へ 之 ヲ治 癒

二 向 ハ シ ムル 力乃 至 ・・菌 結 核 型 二 轄 化 セ シメ ル如 ク

考 ヘ ラル ・故 、 カ ・ル 活 動 性 臓 器結 核 ヲ 件 ヘ ル 類 肉

腫 ノ症 例 ハ病 因研 究 上 興 味 が アル。

皮 虐結 核 及 ビ結 核 疹 ノ諸 型 乃 至 ハ 結 核 ノ 疑 ア ル 皮

虐 疾 患 二於 ケ ル 「ツ ベ ル ク リ ン」笈 簸 ノ量 的 検 索

(PoulBonnevieu.TorbenK.With:Quantitative

UntersuchungenzurTuberkulinreaktionbeiverschi・

edenenFormenv.Hauttuberkuloseu.Tuberkuliden

bzw.tuberkuloseverd5chtigenHautkrankheiten.

Archivf.Dermat.u.Syphilis.Band175,Heft2.

1937)

著 者 ・・フィソゼ ソ研 究 所 二 於 テ1934～36二 亙 リ、 皮

膚結 核 、結 核 疹 ソ ノ他 ヲ含 ム絡 撒1200名 二劉 シ、「ッ

ベ ル ク リ ソ」1mg～1:100,000mgノ 段階 的 皮 内1}三射

ヲ試 ミ、木 法 が從 來 ノ ピル ケ、 マ ソ トウ反 慮 ヨ リ診 断

的 債値 大 ナ ル ヲ認 メ タ。 コ ノ際 著 者 ・・PHニ ナ ラ ヒ、

「ッベ ル ク リソ」反 鷹 ヲ表 示 ス ル ニ、 反 磨 域 値 ノ 封 吸

ノ逆 数PTnナ ル 「ツ ベル ク リ ソ」指 数 ヲ 提 咄 シテ 居

ル。(例 之 「ツベ ル ク リソ」10『3mg二 於 テ反 鷹 ス ル ナ

ラバPTb=31・ スル)。 反 鷹 ノ誼 取 リ ハ1週 間後 二 且

ツ判 定 ノ規 準 ・・「ツ ベ ノしク リソ」量 ヲ 顧 慮 シ ツ ・行 ハ

レタ ガ、 結 核 疹 二於 テ ・・PTh≧5ニ シテ 最 強 度 ノ反

感 ヲ示 シタ。 故 二P'rbく4ナ ル場 合 ニ ハ 既 二 結 核 疹

ナ ノし診 斯 ヲ否 定 シ得 ル。 皮 膚 結 核 二 於 テ ・・4<PTI,

〈5ナ ル 者 最 モ多 ク、 ナ ホ…著 明 ナ感 度 ヲ モ ツ。 然 シ

P'rb・=O--1-2ノ 所 見 二接 シ テ ・・診 断 ノ周 到 ナル再 検 討

ヲ要 スル ト トモ ニ他 方 活 動 性 臓 器 結 核 が 感 度 ヲ低 下

セ シメル 事 實 ヲ 注 意 ス ベ キ デ アル
。 活 動 性 肺 結 核 ・・

PTb=2～3ヲ 示 ス ノが普 通=Fvア ル が腺 結 核 ・・狼 瘡/

指 数 ト略 く… 致 スル。軟 化 性、 潰 瘍 性 及 ビ疵 状 結 核/

諸 型 ・・PTド3。 凍 瘡 ・・正 常 値 ニー 致 ス ル。

ナ ホPTb測 定 ニ ヨ ツ テ紅 斑 性狼 瘡 蛇 ニ ブック 氏類 肉 腫

ノ病 因 二理 論 的 關 明 ヲ 加 ヘ ソ ト シテ居 ル 。 即 チ紅斑

性 狼 瘡76例 ノ試 験 成 績 ヲ分 析 シ、本 疾 患 ・・「結 核 性 素

地 準 備 性 」ヲ前 提 ト シ コ ノ前 提 が大 ナル 「ツベ ル ク リ

ソ」感度 ヲ惹 起 ス ル トコ ・二好 ソデ登 生 ス ル モ ノデ ア

ル ガ、紅 斑 性 狼 瘡 ソ ノモ ノ・・「ツ ベル ク リ ソ」反 唯 二劉

シ何 等 影響 力 ヲ持 タ ナ イ。 故 二 「ツ ベ ル ク リ ソ」反 陀1

鉄 除 セ ル場 合 二 ・・紅 斑 性狼 瘡 ノ診 噺 ・・再 瞼 討 ヲ要 ス

ル ・25例 ノズー死氏 類 肉腫 ニ ア ツ テノ・豫 期 以 上 二反 憲
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陰 性 ノ者 多 ク、 陽 性 ノモ ノ・・PTbノ 分 布 著 シク正 常

笥 リ偏 位 シ本 疾 患 ガ結 核 ト密 接 ナ 關係 二 立 ツ事 ヲ思

ハ シメ タ。 コ ノ偏 位 ハ ヤ ダッソー ソ氏 ノ所 謂 陽 性 「ア

ネルギー」ナル概念二從ヒ、本患者血清中二存在スル

「アソチッベル〃リソ」ヲ假定スル 事ニヨリ説明 シ得

ラル。(千 葉需大皮膚科 秦抄)

一 般 學 術 雑 誌

胸膜炎及胸腹膜結核患者血液 「カタラーゼ1ノ 璽化

「ナ トリウム」二封スル過敏度二就テ

川田啓介:(海 軍軍署會雑誌、第27巻 ・第4號 ・昭和

13年4月)

著 者ハ胸膜炎患者30名 、慢性氣管枝炎患者2名 、胸

腹膜結核患者22名 、肺結核患者12名 、及封照 トシテ

健康者9名 計75名 二就 キ血液 「カタラーゼ」ノ瞳化

「ナ トリウム」二封スル過敏度ヲ測定スル ト同時二赤

血球沈降速度及ピCosta反 感bヲi封 照比較 セリ。

胸膜炎(乃 至慢性氣管枝炎)二 於テ ハ該反慮・・健嘆者

ト略 く同値 ヲ示セ リ、 ソノ中21.8%二 於 テ健常以上

ノ値 ヲ示 シ、 ソレ等 ノ患者・・早晩肺結核 二移行 スル

カ、治癒困難ナルヲ認メタリ。

胸腹膜炎患 舌二於 テハ68.2%健 常 以上ノ値 ヲ示 シ、

肺結核患者二於テ・・健常以上値ナル 力叉 ・・健常最低

値以下ヲ示セリ。

叉胸膜炎及ビ胸腹膜炎患者ノ該反磨 トCosta反 磨及

ビ赤沈反磨 トハ何等拉行關係ナキモ、過敏度健常以上

ノ者ニアリテハ略 く蛇行關係 アルヲ認メタリ。

以上ノコトニヨリテ著者ハ胸膜炎患者 二於ケル肺結

核 ノ早期獲見蛇二豫後剣定上該反慮ハ意義ア リ、叉胸

腹膜炎 ノ補助診en1・シテ意義アリb考 察 シ、Costa反

懸蛇二赤沈反晦 ヨリ短期間 ノ成績二司リテ疾患ノ経

過 ヲ推定ナシ得 ト思考セリ。(東 京市療 北尾抄)

津聯隊優昭和10年 甲斑徴兵械査二於テ 壮丁3,500

名二施シタル「マンツー」氏及感二就テ

場生松長夫、小俣重信:(軍 署團雑誌.298.昭 和13年

3月)

吝者・・調査成績 ヲ徴兵検査時 ノ成績 ト検査後ノ状況

二分ケ観察セリ。

、 楡査時 ノ成績

1.全 調査人員ノ髄格等位別反慮匠分成績

陰性率・・短尺者最大ニシテ50.56%、 甲種49.24%第

一 乙、第二乙並二丙丁種二及 ブr一從ヒ減退 シテ40.32

%二 至 ル。

陽性奉ハ之 ト全ク逆行ジ丙丁種最大二1■テ〔(柵)13.

53%、(十 十)2↓.14%〕 短 尺者 最 小 ナ リ〔(柵)9.33%(朴)

16.79%〕 。

2.調 査 全 壮 丁 ヲ市 町 村 別 二 匠 分 比 較 ス レバ

陰 性 率 ・・村52.6%、 町44.6%市23.67%ノ 順 ニ シ

テ市 ノ・村 ノ牛 籔 以 下 二低 下 シ、 陽 性 率 ハ市(丹)34・54

%(柵)9.90%、 町(什)22,44%、(柵)6.86%、 村(什)

14.76%(十H)9.677%ニ シ テ村/(柵)力 市 ノ(柵)1・re

ζ同 等 ナル 現 象 ノ・村 ヨ リ ノ出都 者 ノ陽 性 轄 化 蚊 二反

慮 増 強 奉 大 ナル ニ ヨル。

3.更 二市 町 村 別 盟 格 等 位 別 二匠 分 観 察 スvバ

陰 性 率 ノ最 大 ナ ル ・・村 ノ短 尺者55.65%村 ノ甲種

55.13%ニ シテ最 小 ナル ・・市 ノ丙丁 種17.31%ナ リ。

陽 性 率 ・・之 ト全 ク反 封 ニ シテ最 大 ナ ル ・・市 ノ丙 丁 種

(十十)42.31%、(柵)11.55%、 最 小 ナ ル ・・村 ノ短 尺者

(十十)11.83%、(柵)8.6%ナ リ。

4.在 付 者 ト村 二 生 育 後 人 口1萬 以 上 ノ 市 町 二6ケ

月 以 上 居 住 ジタ ル 者 ト ノ 盟 格 等位 別 反 膳 匠 分 成 績 ヲ

比 較 スル ニ

出 都 者 ・・在 村 者 二 比 シ陰 性 傘 牛 バ ニ逓 減 シ 陽 性 率 ハ

2倍 大 二塘 加 セ リ。

5.検 査 時 獲 見 シタル 結 核 性 疾 患 者 ハ61名 ニ シテ全

員11.78%二 當 リマ民 反 慮(一)11.47%、(十)26.23

%、(十 十)31.5%、(柵)31.15%ナ リシ。

B槍 査 後 ノ成 績

1.左 右 漁 性 胸 膜 炎 ニ ヨル 入 替 延 期 者1名 ア リ、検 査

時 ノマ氏 反 磨(朴)ナ リ。

2.結 核 性 疾 患 ニ ヨル 郎 日蹄 郷 者 ノ・8名 ニ シ テ 検 査

時 ノマ氏 反 鷹 悉 〃陽 性 ナ リ。

3.入 隊 セル 肚 丁208名 ノ徴 兵楡 査 後 入 管 迄 ノ5--7

ケ 月間 ノ間 二 於 ケ ル 反 慮 墾i化 ノ状 況 ハ

陽 性 轄 化 率27.03%

反 磨 ま曾掻 率(十)群 ヨ リ40%

(朴)群 ヨ リ35.90%

陰 性縛 化 率12.0%

尚 マ氏 反 磨剃 定 ノ・施 行 後24-一一27時 間 二行 ・・レタ ル モ

ノナ リ。(東 京 市 療 土 田 抄)
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腸 結 棲 二 於 ケ ル トリブ ー レ氏 及 感 ノ 臨 淋 的 債 値 二

就 テ

岡 誠 哉:(東 京 署 事 新 誌 、 第62年.第3072號 。 昭 和

13年2月)

著 者 ハ1909i# -1:リブ ーv氏 ノ登 表 シ タ方法 ヲ追 試 ジ

之 ト糞 便 ノ潜 血 反 旛(「 ピ ラ ミ ドソ」反 旛)ト ヲ 比較 シ

タ,ト .リプー レ氏 反 磨 ハ糞 便 中 二溶 解 ジテ ヰ ル腸 結 核

潰 瘍 カ ラ出 ズル 「ア ル ブ ミン」ノ楡 出法 デ ア ル。栂 指 頭

大 糞 便 ヲ蒸瑠 水20cc二 溶 解 シ濾 紙 デ濾 ス。 其3cc宛

ヲ各2本 ノ試 験 管 二取 リ蒸 鯉 水 ヲ加 ヘ テ15cc}'ス ル。

1ノド ノ試 験 管 二 試 藥(昇 乖3.5瓦 酷 酸1.Occ蒸 鱈 水

100.Occ)'20maヲ 加 へ 他 ・・封 照 トヌ ル 。 原 法 ・・15時

間 目 ノ判 定 デ ア ル が、 著 者 ハ5時 間 目 ヲ モ合 セ槍 シ

タ。 褐 色 ノ沈 澱 が生 ズ レ パ 陽 性 デ アル 。 コ ノ反 慮 ハ

腸 結 核 二特 有 ノモ ノデナ ク 潰 瘍 ノアル 事 ヲ示 ス。 但

シ十 二 指 腸 以 上 ノ潰 瘍 デ ・・陰 性 デ ソ レ 以 下 ノ場 合 ニ

ノミ陽 性 デ ア ル。 非 特 異性 潰 瘍 ヲ除 外 スル 事 ガ 出來

vバ 腸 結 核 ノ場 合 ニ ハ非 常 二高 傘 二 陽性 デ殊 二5時

間 到 定 ヲ以 テ ス レ・バ健 康 者 ニ ハ1例/陽 性 ヲモ 見 ナ

カ ツタ。 叉 コ ノ反 磨 ・・糞 便 ノ潜 血 反慮 ト ハ 亭 行 シナ

カ ツタ。(東 京 市 療 馬場 抄)

「レン トゲ ン
ニ断 面撮 影(ト モ グ ラ フ ィー)ノ 理 論 及 ビ

實 際 、 特 二肺 結 核 診断 二 於 ケ ル 底 用 二 就 テ(附 圖

1葉)

飯 久 保 知 道:(東 京 馨 事 新 誌 、 第62年.第3072號.

昭 和13年2月)

著 者 ハGros3mannChaoul雨 氏 ノ1935年 登 表 シタ
つ

方法ヲ用 ヒ健康者及肺結核患者 ノ肺 ノ断面撮影ヲ行

ツテヰル。原理 ハ管球 ト「フィルム」トが被爲髄 ノー

定面 二i封シ封鷹運動 ヲナシ其 ノ面 ノミヲ鮮明 二爲出

シ他面ハ抹清 スルコトニアル。理論 ノ部 二於テ・・其

ノ簡輩ナ獲達史、立髄撮影ヤ近距離撮影 ト「トモグラ

フ.一 貸 ・差異、實際 ノ装置二就 テ取扱方及撮影條

件 ヲ述べ最後二附圖二就 テ説明 シテヰル。肺結核症

デハ時二普通 ノ「レ」線罵眞二見ラレナイ病墾iヲ見出

シ得ル事モアル=が最モ必要 ト思ノ・レル事 ハ空洞 ノ診

噺 デアツテ・其位置、大サ、振 がリ等ヲ知 リ得、治

療及豫後剣定上重要ナ指針 トナル ト云フ.

(東京市療 馬場抄)

肺結核 ノ稜生 ト遽展(第10同 日本警學會糖會演読

要旨)

熊 谷岱藏:(東 北帝大教授)東 京醤事新誌、(No.3077

録 1095

昭和13年4月)

最初二研究 ノ方法 ト其 ノ材料 ヲ如何 二取扱 ツタカヲ

述 べ、次デ統計上二現 レタル奉邦人 ノ結核 ノ動 キヲ

.世 界二於ケルソレト比較 シ、肺結核登生観及 ビ途展

二關スル歴史的考察 ヲ試 ミ、登生 ノ要約 ノ如何ナル

モ ノヵヲ設 キ進 ソデ「ッ」皮内反磨及 ビ赤沈反鷹二論

及 シ、再感染 ・成立 ヲ否定 シ、大部分 ハ初感染二直

後接績 シテ登生スルコトヲ示 シ、結核感染及 ビ獲病 ノ

豫防 ヲ強調ス。初感染 ヨリ ノ途展状態、肋膜炎後 ノ

結核、團膣 ノ結核等二就 キ述 べ、最後二肺結核ヘ ノ途

進、 ソノ経過中二於クル「ツ」反鷹、赤沈速度、補盤結

合反鷹等 ノ生物反鷹 ノ推移、及 ビ流血、尿、喀疲中

二於ケル結核菌 ノ出現ニモー定 ・自然法則ア リト述

ブ。(東 京市療 中井抄)

急性肺虚脱(第39同 日本外科學會紹會報告要旨)

石 山福=耶:(岡 山醤大敏授)東 京屠事新誌、(No,

3077.昭 和13年4J])

著者 ・・自家病例18例 、本邦諸家 ノ26例 、及ビ動物實

験例 ヲモ ト・シテ急性肺虚脱ナル現象 二就 テソノ研

究 ヲ系統的二細述 シテヰル。

講演二先ダチ著者 ノ急性肺虚暁 ト稔スルハ如何ナル

現象ナルカヲ定メテ、(1)種 々ナル原因二基 〃肺胞 内

瓦斯 ノ急激ナル吸牧清失二基 クー肺葉叉 ・・全肺葉 ノ

機能中絶状態。(2)ソ ノ結果患側肋膜腔内陰膣 ノ急

激培彊、突獲的呼吸困難 ヲ圭徴 ト.ヘル急性症状。(3)

㌦・J線像二於ケル肺陰騨 曾弧、心臓患側縛位、横隔膜

上昇・肋間腔殊小。是等 ヲ圭徴 トシテ之 二 随件 シテ

胸痛、罷位偏椅、呼吸曲線縮少等 ヲ現 ス如 キ状態 ノモ

ノヲー括 シテ急性肺虚脱 トシテ扱 フコト・シタ ト述

ベテヰル。

年齢、性別等・・少藪例ナル タメ結論 ヲ與ヘテ居 ラズ、

麻醇 トノ關係 ハ特記ユベキモノ無 トシテヰル。術後

好登時間ハ24--48時 間最モ多 グ、持績時間・48-72

時間 が多 イ、現在死亡率 ハ13-14%デ アル。 原因 ト

シテ著者 ハ氣管枝閉塞、横隔膜麻癖。胸廓呼吸蓮動麻

癖、脊髄手術後、特登性 ヲ経験 シ、Duval・ 自家中

毒説 ヲ實験的二立謹 シ得ナカッ恥 述 べテヰル。

剖検例 ト動物實験成績 トヨリコレヲ軍純型(完 全型、

不完全型)水 腫型、炎症型、混合型二分千、症候學的

二第1期 呼吸困難期、第2期 肺虚睨期、第3期 恢復期

二分ツテヰノ%病 型ヲ
・螢作機轄 ヨ リ輩獲型、再攣

型・追螢型、臨林症候 ヨリ爆獲型、中等型、潜 伏型、
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・一過型二分 手得ル トノ
、経過 ハ電撃的、漢散的、再獲

的追登的及ビ合併症デ重キヲナスモ ・ハ肺炎 デアル。

鑑別診噺 二於テ問題 トナルハ肺炎就中大葉性肺炎 ト

デァ リ、 ソレ・ノ鑑別上 ノ重要ナル慷鮎 トシテ 「レ/」線 。

像(心 臓患側轄位、横隔膜墾上、肋間腔狡小)肋 間腔

陰歴 乃曾強、呼吸曲線 ノ縮小 ヲ墾ゲテヰル。 死因 ハ

著者等 ノ研究ニヨレバ、雨側性肺虚脱、追獲性肺虚

脱、肝障碍時肺虚脆、肺虚脱的血清毒等 二重黙 ヲ置

クベキデアル トシ、療法 トシテハ豫防 ヲ圭 トナシ是

ヲ術前豫防法(最 モ注意スベキハ氣管枝「カタル」ノ存

在)術 時豫 防(疾痛)術 後豫防(術 後鋲痛法、術後燈位轄

換、術後瓦斯吸入法帥チ02,CO2)ト ナ シ、罹患後庭置

トシテ輪血、潟血 ハ共二推漿 シ得 ズ1・シ、第1期 即チ

呼吸困難期二於テ人工氣胸法、人工呼吸法 ハ良果 ヲ

認 ムト述ベテヰル。(東 京市療 中井抄)

結核患者二於ケル菌血症二就テ

多賀一耶、三邊義人、井上乙若:(東 京賂事新誌、第

62年.昭 和13年4月.第1236頁)

肺結核患者 ノ菌血症 ノ報告 ヲミル トソノ陽性率 ガ頗

ル匠々デアルが之ハ何 レモ 「肺結核症」トシテー括サ

レ、病型二依 ソテ細別サレタ%が 報告サレナイカラデ

アル。 ソコデ 著者・・Rehberg氏 ノ肺結核症分類法

ヲ用 ヒテ之ヲ分ツテ見タ.

培養方法 ・・L6wenstein氏 法、後二飯淵氏法 ヲ用 ヒ、

唯血液量 ヲi/s・2ccト シ小林氏卵黄培養基3本 二塗

抹、100日 後 二槍スル。

之二依ル ト、急性致死性粟粒結核(4只%)ガ 最高 ヲ示

シ、結節性硬結性肺結核(21%)之 二次 ギ、乾酪性肺炎

性及氣管枝肺炎性肺結核(11%)浸 潤性肺結核(10%)

トナ リ、初期攣化群、肋腹膜炎等 カラ・・槍出出來ナ

カッタ.病 攣 ノ型 カラ云 フト進行性 デ示スモ ノハ滲

出型、増殖型共二%高 ク、静止性デ モ滲出型 ノモ ノ

ハ%が 高 イ。

結核性拶膜炎(33%)皮 膚結核(20%)腎 臓結核(25%)

デモ相當高率 ノ成績 ヲ得タガ、是等 ハ何 レモ肺結核 ヲ

合併 シテ居 タカラソノ由來 ガ何 レデアルカ分 ラナイ。

叉血液 ト尿 ヲ蚊行的 一培養 シテミル ト、肺結核 カラ

菌血症 ヲ起 シ、腎臓二病攣iヲ起 一ス事ナ〃シテ腎臓 カ

ラ排出セラレル場合 ノアル事ガ見 ラレル。

急性「ロイマチス」デハL6wensteinノ 報 告 ト異 リ陽性

Z蓉ハ8.33%デ アツPt。

方法 トシテハ飯淵氏法 ノ方ガヤ ・優 レテ居ル。

(東京市療 川井抄)

小見結核性脂膜炎二於ケル異常経過 ノ1例

高橋寛:(東 京讐事新誌、No・3090,1938)

著者 ハ次 ノ如 キ小見結核性膿膜炎患者 ノ1例 二就テ

報告 シテ居 ル。患者ハ10歳 ノ女見ニシテ、左側牛勇麻

癖、痙攣、頭痛、嘔吐等 ノ拶膜炎症状 ヲ以テ始マ リ、

i封症療法及腰椎穿刺10回 行ヘ リ。 ピルケ氏反慮陰性。

登病後約7週 間以上経過 シ途二死亡 セリ1・。

(東京市療 相澤抄)
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